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継
体
天
皇
が
五
世
紀
に
湿
地
の
開
拓
の
大
規
模
な
治
水
を
行
い

実
り
豊
か
な
土
地
と
な
っ
た
越
前
平
野
を
流
れ
る

九
頭
竜
川　

足
羽
川　

日
野
川
の
三
大
河
川
に
、
北
陸
農
政
局
に
よ
る

九
頭
竜
川
下
流
農
業
水
利
事
業
と
し
て

二
〇
一
九
年
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム 

や
く
も
水
神 

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

同
年
四
月
二
十
九
日
に
、
日
本
の
火
の
源
の
神
社 

熊
野
大
社 

鑚
火
殿
で 

起
こ
し
た
火
を
頂
き
、
岩
坂
御
陵  

神
魂
神
社  

剣
神
社  

切
通
し  

周
藤
彌
兵
衛
翁
大
銅
像
を
結
ぶ
聖
火
リ
レ
ー
を

八
雲
ゆ
う
人
会
の
鯉
の
ぼ
り
と
あ
わ
せ
開
催
。

同
年
四
月
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス

協
会
東
ア
ジ
ア
友
愛
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
経
て

七
月
に
中
華
農
耕
文
明
の
発
祥
地
と
も
言
わ
れ
る
楊
凌
・
西
安
か
ら

対
立
か
ら
共
生
の
文
化
へ 

を
発
表
。

以
降
、
毎
年
百
七
十
ニ
名
の
全
国
世
界
の
水
の
偉
人
を
た
た
え

名
前
・
功
績
を
記
載
し
た
千
個
の
灯
籠
に
火
を
灯
し
顕
彰
。

日
本
の
縁
結
び
か
ら
世
界
の
縁
結
び 

へ 

健
康 

環
境 

平
和
は
ひ
と
つ 

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

健
康  

環
境  

平
和
は
ひ
と
つ

八
雲
立
つ
出
雲
か
ら 

和
譲 

で

対
立
の
文
明
か
ら
共
生
の
文
化
へ 

を
提
唱

３
大
核
大
国
が
ぶ
つ
か
る 

日
本
列
島
と
朝
鮮
半
島
は

人
類
覚
醒
の
さ
き
が
け
を
務
め
る 

世
界
縁
結
び
の
地

地
球
誕
生  

地
政
学
か
ら 

創
造 

繁
栄 

破
壊 

を
繰
り
返
す
人
類
史
を

戦
前  

戦
中  

戦
後 

責
任
に
分
け

未
来
を
拓
く 

国
是 

を
研
究

宍
道
湖  

中
海  

大
山
圏
は 

国
民
国
連 

が
生
ま
れ
る

特
別
な
天
命
を
担
っ
た
地
域

資
本
主
義
か
ら 
智
本
主
義
へ　

正
義
か
ら
道
理
へ 
歩
い
た
後
に
道
が
で
き
る

松江 63 連隊
松江工業高校
陸軍墓地

全国のコミュティ FM120 局以上を結んで
毎週日曜日の朝 7 時から生放送
ラジオおはようサンデーダイジェスト

全国世界の
水の偉人
功績リスト

日本の縁結びから
世界の縁結びへ
正義から道理へ
歩いたあとに道ができる

創
業
五
〇
年　

小   

松  

電  

機  

産  

業

設
立
三
〇
年　

人
間
自
然
科
学
研
究
所

会
長
兼
社
長　

小
松
昭
夫

https://www.hns.gr.jp/download/20230330ijinlist-a5.pdf
https://www.hns.gr.jp/download/20230923.pdf
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/arc-radio.html
https://youtu.be/tnyVJTvknQQ
https://www.hns.gr.jp/sacred_place/kiridoushi.html
https://youtu.be/hmiT1au8w5c?si=MJBiOz6yGmpz8SKE


18 19

2023 年 9月 23 日（土）
全国世界水の偉人覚醒顕彰 嫁ヶ島万燈会

岡
崎
文
吉

一八
六
二
年
～
一九
二
八
年

石
狩
市

近
代
日
本
の
河
川
治
水
は
捷
水
路
方
式
を
基
本
と
し
て
き
ま
し
た

が
、
岡
崎
の
唱
え
た
「
自
然
主
義
」
に
基
づ
く
治
水
方
式
は
近
年

の
環
境
保
護
思
想
と
と
も
に
再
評
価
さ
れ
千
歳
川
河
川
整
備
計
画

に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
岡
崎
式
河
川
補
修
の
基
礎
技
術
の
単
床

式
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
石
狩
川
河
口
付
近
の
補
修
に
採
用
さ
れ
、
ま
た

ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
流
域
の
護
岸
工
事
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

片
平
観
平

一七
七
〇
年
～
一八
四
一年

白
石
市

観
平
は
，
大
雨
の
た
び
に
水
害
に
苦
し
む
白
石
の
人
々
を
救
う
た

め
、
私
財
を
投
げ
打
っ
て
治
水
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
大
堰
に
頼

ら
ず
に
白
石
川
か
ら
の
水
を
引
く
た
め
の
隧
道
を
掘
り
、
年
月
を

か
け
苦
難
を
乗
り
こ
え
て
「
蔵
本
大
堰
切
通
ト
ン
ネ
ル
」
は
完
成

し
ま
し
た
。
現
在
も
地
元
白
石
の
人
々
は
、
こ
れ
を
「
切
通 ( 

き

ん
ど
し )

」
と
呼
ん
で
大
切
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

廣
井　

勇

一八
二
七
年
～ 

一九
四
五
年

小
樽
市

広
井
勇
博
士
は
防
波
堤
に
当
た
る
波
の
強
さ
を
測
定
し
、
防
波
堤

に
使
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
性
能
を
試
験
し
、
日
本
初
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
外
洋
防
波
堤
を
建
設
し
ま
し
た
。
小
樽
港
の
成
功
に

よ
っ
て
日
本
の
近
代
港
湾
の
整
備
が
進
み
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
小
樽
港
の
防
波
堤
，
特
に
北
防
波
堤
は
重
要
文

化
財
と
同
じ
く
ら
い
の
価
値
を
持
つ
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ピ
ー
タ
ー
・
F
・
ヤ
ン
セ
ン

一九
〇
二
年
～
一九
八
二
年

男
鹿
市

オ
ラ
ン
ダ
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
お
よ
び
世
界
銀
行
顧
問
と
し
て

国
際
的
な
活
躍
を
展
開
。
特
に
八
郎
潟
に
つ
い
て
は
昭
和
二
九

年
、
現
地
を
視
察
し
て
干
拓
計
画
の
概
要
と
そ
の
有
利
性
を
説
い

た
「
日
本
の
干
拓
に
つ
い
て
の
所
見
」
を
政
府
に
提
言
し
、
さ
ら

に
数
次
に
わ
た
る
来
日
指
導
に
よ
っ
て
事
業
の
進
展
に
貢
献
し
た

功
績
は
大
き
い
。

エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ダ
ン

一八
〇
九
年
～
一八
八
〇
年

札
幌
市

真
駒
内
牧
牛
場
に
お
け
る
水
の
安
定
供
給
の
た
め
に
建
設
を
提
案

し
、
一
八
七
九
年
に
完
成
し
た
真
駒
内
用
水
は
、
の
ち
に
水
田
の

灌
漑
用
水
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、
周
辺
地
域
に
お
け
る
稲
作
の
定

着
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
北
海
道
に
お
け
る
畜
産
業
の
普
及
・
発

展
に
努
め
、
酪
農
、
乳
製
品
・
食
肉
の
加
工
技
術
、
大
型
農
具
を

用
い
て
農
作
業
を
行
う
技
術
な
ど
を
伝
え
た
。

榊
田
清
兵
衛

一八
六
四
年
～
一九
二
九
年

大
仙
市

最
上
川
に
合
流
し
て
い
た
赤
川
は
、
大
雨
の
た
び
に
水
害
を
お
こ

し
て
い
た
。
田
ん
ぼ
を
つ
ぶ
し
て
赤
川
の
川
幅
を
広
げ
よ
う
と
い

う
計
画
が
考
え
ら
れ
た
。
農
家
の
人
は
田
ん
ぼ
を
な
く
し
て
は
困

る
。
と
い
う
話
し
を
聞
き
田
ん
ぼ
を
つ
ぶ
す
か
わ
り
に
砂
丘
を

ほ
っ
て
、
最
上
川
と
赤
川
を
切
り
は
な
す
治
水
工
事
を
政
府
に
ね

が
い
出
て
、
新
し
い
川
の
流
れ
を
つ
く
る
工
事
が
始
ま
っ
た
。

川
村
孫
兵
衛

佐
藤
文
治

一五
七
五
年
～
一六
四
八
年

石
狩
市

一八
七
〇
年
～
一九
三
四
年

酒
田
市

近
代
日
本
の
河
川
治
水
は
捷
水
路
方
式
を
基
本
と
し
て
き
ま
し
た

が
、
岡
崎
の
唱
え
た
「
自
然
主
義
」
に
基
づ
く
治
水
方
式
は
近
年

の
環
境
保
護
思
想
と
と
も
に
再
評
価
さ
れ
千
歳
川
河
川
整
備
計
画

に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
岡
崎
式
河
川
補
修
の
基
礎
技
術
の
単
床

式
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
石
狩
川
河
口
付
近
の
補
修
に
採
用
さ
れ
、
ま
た

ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
流
域
の
護
岸
工
事
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
佐
藤
氏
紀
功
碑
」
の
碑
文
に
「
佐
藤
文
治
氏
奥
井
排
水
溝
及
赤

川
京
田
川
堤
防
事
業
奏
効
以
至
今
日
多
依
氏
之
力
我
等
慕
其
徳
有

志
相
謀
建
一
碑
石
以
表
徴
意
」
と
あ
る
。
奥
井
排
水
溝
と
赤
川
、

京
田
川
堤
防
事
業
の
完
成
が
佐
藤
文
治
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
と
し

て
、
そ
の
徳
を
称
え
て
い
る
。

文
治
は
こ
の
地
方
の
治
水
に
生
涯
を
か
け
た
人
で
あ
る
。

武
田
源
左
衛
門

石
川
理
紀
之
助

一六
五
三
年
～
一七
一二 

年

五
所
川
原
市

一八
四
五
年
～
一九
一五
年

潟
上
市

江
戸
時
代
の
奉
行
だ
っ
た
武
田
源
左
衛
門
は
、
五
所
川
原
堰
の

工
事
担
当
を
命
ぜ
ら
れ
藤
崎
村
か
ら
五
所
川
原
村
ま
で
、
長
さ

一
八
二
四
間
、
幅
平
均
二
間
半
の
堰
を
開
通
さ
せ
た
ほ
か
金
木
新

田
の
開
拓
や
治
水
に
大
い
に
力
を
振
る
い
数
々
の
功
績
を
挙
げ
ま

し
た
。
武
田
源
左
衛
門
に
ち
な
ん
で
武
田
村
と
名
付
け
ら
れ
た
地

域
は
武
田
地
区
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

石
川
理
紀
之
助
は
、
明
治
時
代
の
農
村
指
導
者
で
「
老
農
」
と
敬

称
さ
れ
、「
寝
て
い
て
人
を
起
こ
す
こ
と
な
か
れ
」
の
言
葉
を
残
し

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
老
農
」
と
は
、
在
来
の
農
法
を

研
究
し
、
こ
れ
に
自
ら
の
体
験
を
加
え
て
高
い
農
業
技
術
を
身
に

つ
け
た
、
農
業
熱
心
家
の
人
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

石
川
理
紀
之
助
は
、
そ
の
老
農
の
代
表
的
な
人
物
で
す
。

高
山
善
右
衛
門

梅
津
晴
宗

一八
六
三
年
～
一九
二
八
年

角
田
市

一七
六
七
年
～
一八
四
三
年

酒
田
市

百
年
ほ
ど
前
の
角
田
市
周
辺
は
、
阿
武
隈
川
が
流
れ
て
い
る
も
の

の
、
川
よ
り
も
土
地
が
高
く
水
田
に
水
を
引
く
こ
と
が
で
な
い
た

め
、
小
さ
な
沼
や
溜
池
に
頼
っ
て
い
ま
し
た
が
水
量
が
少
な
く
米

を
十
分
に
作
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
阿
武
隈
川
か
ら
の
取
水
計
画
実

現
を
先
頭
に
立
っ
て
成
し
遂
げ
た
高
山
善
右
衛
門
は
、
こ
の
功
績

に
よ
り
高
山
上
水
翁
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

最
上
川
川
南
の
酒
田
市
広
野
地
区
は
昔
ハ
ン
ノ
キ
谷
地
と
呼
ば
れ

大
小
多
く
の
沼
が
点
在
し
て
い
ま
し
た
。
幾
多
の
先
人
が
開
発
を

進
め
ま
し
た
が
洪
水
被
害
が
度
重
な
り
、
梅
津
春
宗
は
佐
藤
世
八

郎
等
一
二
名
の
村
民
に
諮
り
、
溝
、
水
門
、
沼
を
深
く
し
貯
水
量

を
増
や
す
計
画
を
藩
の
許
可
を
待
た
ず
遂
行
し
約
四
二
〇
〇
人
の

人
夫
と
三
年
間
の
月
日
を
か
け
難
工
事
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

徳
田
伝
兵
衛

上
杉
鷹
山

一八
六
二
年
～
一九
二
八
年

石
狩
市

一七
五
一年
～
一八
二
二
年

米
沢
市

徳
川
中
期
。
金
木
新
田
開
拓
の
功
労
者
。
元
禄
一
一
年 (

一
六
九
八

年 )

よ
り
、
水
利
関
係
の
奉
行
と
し
て
、
長
さ
一
三
八
一
間 ( 

約

二.

二
キ
ロ )

の
川
倉
川
、
な
ら
び
に
、
長
さ
二
二
一
〇
間 ( 

約
四

キ
ロ ) 

の
才
ノ
神
川
開
削
を
指
揮
し
ま
し
た
。

ま
た
藤
枝
溜
池
を
造
成
す
る
と
と
も
に
、
岩
木
川
の
堤
防
築
造
な

ど
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

一
七
歳
で
藩
主
と
な
り
、
厳
し
い
藩
の
財
政
再
建
、
人
々
を
豊
か

に
す
る
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
大
倹
約
令
と
一
緒
に
行
っ
た

の
が
農
業
開
発
で
す
。
上
杉
鷹
山
は
安
永
元
年
（
一
七
七
二
年
）、

中
国
の
成
功
例
を
真
似
ま
し
た
。

遠
山
村
で
藩
主
が
自
ら
田
を
耕
す
「
籍
田
の
礼
」
を
行
い
、
農
業

の
尊
さ
、
大
切
さ
を
、
身
を
も
っ
て
示
し
ま
し
た
。

鳴
海
勘
兵
衛

阿
部
永
作

生
年
不
詳
～
一七
二一年

五
所
川
原
市

一八
五
四
年
～
一九
二
七
年

酒
田
市

津
軽
信
政
か
ら
藩
の
直
営
工
事
の
開
発
派
立
頭 ( 

指
揮
者 ) 

を
命

ぜ
ら
れ
、
五
所
川
原
新
田
の
開
拓
に
成
功
し
、
五
所
川
原
遣
初
代

の
代
官
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
板
屋
野
木(

北
津
軽
郡
板
柳
町 )

の
蔵
奉
行
に
も
任
じ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
金
木
新
田
の
開
拓
に
も
尽
力
し
、
藤
枝
溜
池 ( 

金
木
町 )

の
築
造
に
協
力
し
、
岩
木
川
堤
防
の
建
設
に
も
努
力
し
ま
し
た
。

北
俣
村
一
〇
〇
年
の
大
計
を
た
て
る
に
は
、
水
源
林
の
育
成
に
あ

る
と
考
え
た
。
明
治
維
新
後
、
薪
炭
材
料
に
奥
山
の
雑
木
を
乱
伐

し
、
水
源
林
の
重
要
さ
を
説
い
て
も
耳
を
傾
け
る
者
は
少
な
か
っ

た
。
こ
れ
を
説
得
し
、
一
五
年
間
雑
木
の
伐
採
を
厳
禁
し
、
水
源

林
の
育
成
に
努
め
た
。
二
七
〇
〇
町
歩
の
水
源
林
は
守
ら
れ
、
北

俣
村
の
洪
水
は
少
な
く
な
り
、
田
も
水
で
潤
う
よ
う
に
な
っ
た
。

鎌
田
三
之
助

コ
ル
ネ
リ
ス
・
フ
ァ
ン
・
ド
ー
ル
ン

渡
部
斧
松

今
野
茂
作

一八
六
三
年
～
一九
五
〇
年

大
崎
市

一八
三
七
年
～
一九
三一年

須
賀
川
市

一七
九
三
年
～
一八
五
六
年

男
鹿
市

一八
一八
年
～
一八
八
二
年

酒
田
市

鎌
田
三
之
助
「
わ
ら
じ
村
長
」
は
わ
ら
じ
を
履
い
て
村
内
を
巡
回

し
た
為
、
村
民
か
ら
「
わ
ら
じ
村
長
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
た
。

特
に
鎌
田
三
之
助
が
力
を
入
れ
た
事
は
品
井
沼
干
拓
事
業
で
、
昔

は
数
年
に
一
度
、
大
雨
で
吉
田
川
な
ど
が
氾
濫
し
、
村
民
は
大
変

困
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
現
在
の
品
井
沼
の
よ
う
に
水
害
に
つ
よ
く

し
た
の
が
鎌
田
三
之
助
で
す
。

オ
ラ
ン
ダ
の
土
木
技
術
者
で
、
明
治
時
代
の
政
府
や
府
県
な
ど
に

よ
っ
て
雇
用
さ
れ
た
外
国
人
で 

約
八
年
間
に
わ
た
っ
て
日
本
で
河

川
・
港
湾
の
整
備
計
画
を
立
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
土
木
技
師
の
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
た
。
携
わ
っ
た
事
業
に
は
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
た

安
積
疏
水
や
、
全
面
的
な
失
敗
に
終
わ
っ
た
野
蒜
築
港
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
事
例
が
あ
る
。

江
戸
時
代
後
期
の
老
農
、
農
業
指
導
者
、
農
業
経
営
者
。

一
七
九
三
年
、
足
軽
の
子
に
生
ま
れ
た
渡
部
斧
松
は
、
久
保
田
藩

に
お
い
て
、
寒
風
山
山
麓
の
滝
の
頭
湧
水
か
ら
水
路
を
掘
削
し
た

鳥
居
長
根
の
開
墾
や
、
渡
部
新
村
の
経
営
を
は
じ
め
と
し
て
、
久

保
田
藩
の
水
利
、
開
墾
、
救
済
、
殖
産
等
の
各
事
業
に
お
い
て
、

多
大
な
功
績
を
遺
し
ま
し
た
。

日
向
川
の
度
重
な
る
洪
水
に
よ
っ
て
寛
永
一
一
年
に
は
そ
の
三
分

の
二
近
く
を
失
い
、
さ
ら
に
下
藤
塚
新
田
村
、
東
野
新
田
村
の
よ

う
に
洪
水
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
全
村
移
転
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
日
向
川
流
域
の
村
々
を
洪
水
か
ら
救
う
た
め
に
、
西
山
に
新

川
を
掘
割
し
て
日
向
川
を
直
接
日
本
海
に
注
ぐ
工
事
を
完
成
さ
せ

た
の
が
今
野
茂
作
で
あ
る
。

北海道秋田道山形県 青森県

宮城県福島県

新
渡
戸
傳

一七
九
三
年
～
一八
七
一年

十
和
田
市

「
三
本
木
原
台
地
」
と
呼
ば
れ
た
十
和
田
市
中
心
は
荒
れ
野
原
、
こ

の
土
地
の
開
拓
に
着
手
し
た
の
が
新
渡
戸
稲
造
の
祖
父
、
新
渡
戸

傳
。
米
の
生
産
を
安
定
さ
せ
農
民
た
ち
の
生
活
を
救
う
た
め
、 

奥

入
瀬
川
か
ら
水
を
引
き
、
不
毛
の
三
本
木
原
台
地
に
二
五
〇
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
水
田
開
発
を
計
画
。
藩
か
ら
の
出
資
金
の
ほ
か
多
く

の
出
資
者
を
募
り
傳
の
私
財
も
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

鎌
田
孫
左
衛
門

一七
九
三
年
～
一八
七
一年

十
和
田
市

「
三
本
木
原
台
地
」
と
呼
ば
れ
た
十
和
田
市
中
心
は
荒
れ
野
原
、
こ

の
土
地
の
開
拓
に
着
手
し
た
の
が
新
渡
戸
稲
造
の
祖
父
、
新
渡
戸

傳
。
米
の
生
産
を
安
定
さ
せ
農
民
た
ち
の
生
活
を
救
う
た
め
、 

奥

入
瀬
川
か
ら
水
を
引
き
、
不
毛
の
三
本
木
原
台
地
に
二
五
〇
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
水
田
開
発
を
計
画
。
藩
か
ら
の
出
資
金
の
ほ
か
多
く

の
出
資
者
を
募
り
傳
の
私
財
も
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

阿
部
武
智
雄

一八
六
一年
～
一九
三一年

五
所
川
原
市

岩
木
川
改
修
の
恩
人
。
県
会
議
員
時
代
か
ら
津
軽
の
生
命
線
で
あ

る
岩
木
川
の
改
修
事
業
実
施
に
奔
走
、
明
治
三
三
年
軽
一 

市
四
郡

の
県
会
議
員
、
市
町
村
長
、
貴
衆
両
院
議
負
ほ
か
有
力
者
に
呼
び

か
け
岩
木
川
改
修
期
成
同
盟
会
を
結
成
、
自
ら
会
長
と
な
っ
て
政

府
並
び
に
両
院
に
陳
情
し
、
つ
い
に
五
〇
有
余
年
後
の
今
日
ま
で

続
け
ら
れ
て
い
る
一
大
事
業
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

石
塚
綱
吉

一八
六
七
年
～
一九
四
六
年

酒
田
市

灌
漑
で
畑
を
田
に
変
え
る
こ
と
で
生
産
力
を
増
大
し
、
貧
し
い
村

を
更
生
さ
せ
豊
か
に
し
よ
う
と
決
意
。
そ
れ
に
は
動
力
揚
水
に

よ
っ
て
灌
漑
揚
水
を
確
保
し
、
開
田
す
る
こ
と
に
利
便
性
が
あ
る

と
考
え
、
活
動
を
始
め
、
同
村
地
内
に
揚
水
機
を
設
置
し
ま
し
た
。

綱
吉
の
熱
心
な
働
き
で
昭
和
九
年
当
時
、
百
町
歩
余
の
灌
漑
開
墾

事
業
に
成
功
し
荒
れ
て
い
た
地
は
美
田
と
な
り
ま
し
た
。

後
藤
寿
庵

一五
七
七
年
～
一六
三
八
年

奥
州
市

後
藤
寿
庵
は
、
水
不
足
に
よ
り
砂
漠
の
様
だ
と
言
わ
れ
た
地
に
、

西
洋
の
技
術
を
取
り
入
れ
胆
沢
川
か
ら
水
を
引
き
上
げ
る
「
寿
安

堰
」
を
造
り
、
豊
か
な
穀
倉
地
帯
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

大
正
三
年
、
治
水
の
功
に
よ
り
従
五
位
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
年
に
は
壽
庵
の
館
だ
っ
た
跡
に
寿
庵
廟
堂
が
建
て
ら
れ
、

毎
年
九
月
一
一
日
に
は
寿
庵
祭
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

岩手県

宮城県

佐
々
木
彦
作

一八
一九
年
～
一八
八
〇
年

庄
内
町

最
上
川
下
流
左
岸
北
部
の
一
部
で
は
北
舘
大
堰
の
恩
恵
を
受
け
て

い
た
が
、
狩
川
・
余
目
・
大
和
・
常
万
・
新
堀
の
村
々
は
、
昔
か

ら
水
利
の
便
が
悪
く
農
民
は
干
害
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。

彦
作
は
新
し
い
堰
を
造
る
決
意
し
計
画
に
着
手
、
最
初
の
計
画
は

失
敗
し
ま
し
た
が
事
業
家
吉
田
寅
松
に
よ
っ
て
彦
作
の
夢
が
明
治

四
三
年
八
月
実
現
し
、
九
九
〇
町
歩
が
開
田
さ
れ
ま
し
た
。

山形県

石
母
田
正
輔

木
村
九
兵
衛

一八
六
一年
～
一九
四
一年

石
巻
市

一八
五
四
年
～
一九
三
三
年

鶴
岡
市

百
年
ほ
ど
前
の
角
田
市
周
辺
は
、
阿
武
隈
川
が
流
れ
て
い
る
も
の

の
、
川
よ
り
も
土
地
が
高
く
水
田
に
水
を
引
く
こ
と
が
で
な
い
た

め
、
小
さ
な
沼
や
溜
池
に
頼
っ
て
い
ま
し
た
が
水
量
が
少
な
く
米

を
十
分
に
作
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
阿
武
隈
川
か
ら
の
取
水
計
画
実

現
を
先
頭
に
立
っ
て
成
し
遂
げ
た
高
山
善
右
衛
門
は
、
こ
の
功
績

に
よ
り
高
山
上
水
翁
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

明
治
三
〇
年
代
の
米
作
り
で
は
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
耕
地
整
理
や
開
田
が
進
み
農
業
用
水
の
需
要
は
増
大
す
る
一

方
、
田
植
え
前
後
や
渇
水
期
は
各
地
で
水
争
い
が
絶
え
ず
、
九
兵

衛
は
電
力
を
利
用
し
た
灌
漑
「
電
力
揚
水
機
」
の
設
置
を
発
案
し

ま
し
た
。
明
治
三
十
五
年
に
矢
馳
揚
水
機
組
合
を
組
織
し
湯
尻
川

に
揚
水
機
場
を
設
置
し
ま
し
た
。
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小
林
久
敬

一八
二一年
～
一八
九
二
年

那
須
川
市　

須
賀
川
は
日
照
り
が
続
き
、
稲
が
実
ら
ず
農
民
は
苦
し
ん
で
い
た
。

久
敬
は
猪
苗
代
湖
か
ら
水
を
引
き
人
々
を
救
お
う
と
考
え
猪
苗
代

湖
と
岩
瀬
地
方
が
見
渡
せ
る
斉
木
峠
に
ト
ン
ネ
ル
を
通
す
こ
と
を

考
え
た
が
、
明
治
政
府
と
県
は
別
ル
ー
ト
で
安
積
疏
水
の
工
事
を

行
い
完
成
し
た
。
後
に
久
敬
の
情
熱
と
見
識
が
認
め
ら
れ
、
民
間

功
労
者
と
し
て
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
わ
れ
た
。

須
田
誠
太
郎

一八
八
一年
～
一九
六
九
年

潮
来
市

須
田
誠
太
郎
は
利
根
川
豪
雨
水
害
に
よ
っ
て
母
を
失
い
、
一
生
を

治
水
対
策
に
さ
さ
げ
る
決
心
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
新
聞
記
者
の

肩
書
き
を
活
か
し
利
根
川
堤
防
、
な
ど
を
完
成
さ
せ
る
も
洪
水
の

被
害
は
絶
え
ず
、
私
財
を
使
い
果
た
し
水
害
対
策
に
専
念
し
て
利

根
川
治
水
対
策
に
努
力
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
利
根
川
治
水
の
父
と

し
て
一
身
を
な
げ
う
っ
て
の
事
業
で
し
た
。

小
野
口
仁
蔵

不
詳

那
須
川
市

安
積
疎
水
に
功
績
を
残
し
た
人
物
で
す
。
安
積
疎
水
は
、
古
来
よ

り
水
利
が
悪
く
不
毛
の
大
地
だ
っ
た
郡
山
の
安
積
原
野
に
、
猪
苗

代
湖
か
ら
湖
水
を
引
い
た
一
大
事
業
で
す
。

こ
の
安
積
疎
水
の
開
削
は
、
明
治
一
二
年
か
ら
始
ま
り
、
日
本
で

初
の
国
直
轄
の
農
業
水
利
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
郡
山
市
周
辺
の

農
業
に
多
大
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

色
川
三
郎
兵
衛

一八
四
二
年
～
一九
〇
五
年

常
陸
市

維
新
後
に
政
界
へ
進
出
し
県
会
議
員
を
経
て
、
明
治
二
三
年
に
立

憲
改
進
党
か
ら
立
候
補
し
当
選
し
衆
議
院
議
員
を
二
期
務
め
る
。

在
任
中
に
は
、
鉄
道
会
社
に
働
き
か
け
て
日
本
鉄
道
海
岸
線
（
現

常
磐
線
）
の
敷
設
計
画
を
変
更
さ
せ
、
当
時
水
害
に
悩
ま
さ
れ
て

い
た
土
浦
市
の
霞
ヶ
浦
側
に
、
線
路
の
盛
土
を
湖
岸
堤
の
代
わ
り

と
し
て
作
ら
せ
る
な
ど
、
水
害
対
策
に
尽
力
し
た
。

印
南
丈
作

一八
三一年
～
一八
八
八
年

那
須
塩
原
市

那
須
野
ヶ
原
は
、
那
珂
川
、
蛇
尾
川
、
箒
川
な
ど
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
複
合
扇
状
地
で
地
下
に
厚
く
砂
、
小
石
が
堆
積
し
、
雨
や

川
の
水
は
す
ぐ
に
地
下
に
浸
透
し
て
し
ま
い
、
水
利
に
恵
ま
れ
な

い
原
野
で
あ
り
ま
し
た
。
那
須
野
ヶ
原
の
開
拓
の
た
め
、
人
々
の

生
活
の
た
め
、
一
日
も
早
く
水
を
引
き
た
い
と
願
っ
て
い
た
人
々

の
中
に
「
印
南
丈
作
」
と
「
矢
板
武
」
が
お
り
ま
し
た
。

田
中
正
造

一八
四
一年
～
一九
一三
年

桐
生
市

明
治
時
代
初
期
の
足
尾
鉱
毒
事
件
、
渡
良
瀬
川
お
よ
び
利
根
川
水

系
の
水
害
に
対
し
て
、
そ
の
全
生
涯
を
反
公
害
闘
争
と
民
衆
救
済

の
た
め
に
捧
げ
た
政
治
家
。

精
力
的
な
治
水
行
脚
を
行
い
、
水
害
の
原
因
が
渡
良
瀬
川
水
源
地

域
の
森
林
の
大
量
伐
採
、
関
宿
の
突
堤
と
栗
橋
鉄
橋
の
設
置
に
あ

る
と
喝
破
し
、「
近
自
然
河
川
工
法
」
の
先
駆
と
な
る
。

見
川
喜
蔵

ヘ
ン
リ
ー・S・パ
ー
マ
ー

一七
三
九
年
～
一八
〇
五
年

春
日
部
市

一八
三
八
年
～
一八
九
三
年

横
浜
市

天
明
六
年
、
関
東
は
大
洪
水
に
よ
り
飢
饉
と
な
っ
た
が
、
自
家
用

の
米
を
出
し
地
主
を
説
得
し
て
米
麦
を
供
出
さ
せ
、
窮
乏
し
た
農

民
を
救
済
。
水
害
を
防
ぐ
た
め
自
費
を
投
じ
て
五
〇
〇
間
の
堤
を

築
い
た
。
そ
の
後
再
度
洪
水
が
襲
っ
た
が
、
戸
毎
に
説
い
て
盛
り

土
を
古
堤
の
上
に
積
ま
せ
、
二
万
石
以
上
の
流
失
を
免
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
が
喜
蔵
堤
と
名
付
け
ら
れ
た
堤
で
あ
る
。

一
八
八
三
年
来
日
し
神
奈
川
県
よ
り
横
浜
上
水
道
建
設
計
画
の
依

頼
を
受
け
多
摩
川
取
水
計
画
と
相
模
川
取
水
計
画
の
二
案
を
県
に

提
出
し
て
帰
国
。
一
八
八
五
年
に
再
来
日
し
水
道
工
事
の
全
て
を

任
さ
れ
る
と
水
源
を
相
模
川
支
流
の
道
志
川
と
し
野
毛
山
配
水
池

に
至
る
総
延
長
四
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
横
浜
水
道
建
設
を
着
工
指

揮
に
あ
た
り
日
本
初
の
近
代
水
道
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

井
澤
弥
惣
兵
衛

安
松
金
右
衛
門

一六
五
四
年
～
一七
三一年

さ
い
た
ま
市

一六
一一年
～
一六
八
六
年

立
川
市

幕
府
は
米
を
多
く
作
る
た
め
八
丁
堤
を
切
り
開
き
、
見
沼
た
め
井

を
田
に
変
え
る
計
画
を
立
て
た
。
井
澤
弥
惣
兵
衛
は
た
め
井
の
代

わ
り
の
用
水
を
引
く
こ
と
に
し
た
の
が
見
沼
代
用
水
の
始
ま
り
で

す
。
見
沼
代
用
水
は
利
根
川
か
ら
取
水
し
八
丁
堤
ま
で
六
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
も
流
れ
る
長
い
用
水
で
す
。
弥
惣
兵
衛
は
こ
の
長
い
見

沼
代
用
水
を
引
く
工
事
を
村
人
の
協
力
で
完
成
さ
せ
た
。

承
応
四
年
、
玉
川
上
水
の
用
水
路
が
計
画
さ
れ
、
安
松
金
右
衛
門

に
工
事
を
命
じ
ら
れ
た
。
小
川
村
か
ら
取
水
し
新
河
岸
川
ま
で
六

里
を
掘
り
通
し
わ
ず
か
四
〇
日
と
い
う
短
工
期
で
野
火
止
用
水
を

完
成
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
野
火
止
二
〇
〇
石
の
地
は
二
千
石
を

産
す
る
よ
う
に
な
り
、
完
成
後
、
大
雨
が
降
っ
た
翌
日
以
降
、
用

水
を
流
れ
る
水
を
見
た
農
民
た
ち
は
大
喜
び
し
た
と
言
う
。

大
川
平
三
郎

本
間
屋
数
右
衛
門

一八
六
〇
年
～
一九
三
六
年

坂
戸
市

一七
一六
年
～
一八
〇
一年

長
岡
市

日
本
の
製
紙
王
と
呼
ば
れ
る
大
川
財
閥
の
創
始
者
。

小
畔
川
や
越
辺
川
は
度
々
氾
濫
を
繰
り
返
し
、
明
治
四
三
年
に
も

大
洪
水
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
全
額
私
費
で
地
元
の
原
次
郎
の

協
力
を
得
て
、
約 1 

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
堤
防
を
建
設
し
ま
し
た
。

当
時
は
大
河
で
さ
え
国
の
河
川
管
理
は
稀
で
あ
り
、
今
日
そ
れ
は

「
大
川
堤
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

最
上
川
川
南
の
酒
田
市
広
野
地
区
は
昔
ハ
ン
ノ
キ
谷
地
と
呼
ば
れ

大
小
多
く
の
沼
が
点
在
し
て
い
ま
し
た
。
幾
多
の
先
人
が
開
発
を

進
め
ま
し
た
が
洪
水
被
害
が
度
重
な
り
、
梅
津
春
宗
は
佐
藤
世
八

郎
等
一
二
名
の
村
民
に
諮
り
、
溝
、
水
門
、
沼
を
深
く
し
貯
水
量

を
増
や
す
計
画
を
藩
の
許
可
を
待
た
ず
遂
行
し
約
四
二
〇
〇
人
の

人
夫
と
三
年
間
の
月
日
を
か
け
難
工
事
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

奥
貫
友
山

古
市
公
威

一七
〇
八
年
～
一七
八
七
年

川
越
市

一八
五
四
年
～
一九
三
四
年

渋
谷
区

寛
保
二
年
、
荒
川
・
利
根
川
が
決
壊
し
て
江
戸
時
代
最
大
の
大
洪

水
が
発
生
。
私
財
す
べ
て
を
農
民
に
拠
出
し
率
先
し
て
救
助
に
あ

た
り
、
自
ら
の
田
畑
を
質
入
し
た
金
で
食
糧
を
買
い
続
け
一
年
に

渡
っ
て
窮
民
を
救
援
し
続
け
、
最
終
的
に
一
〇
万
人
の
命
を
救
っ

た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
、
自
費
で
水
塚
と
呼
ば
れ
る
植
林
を
続

け
、
幕
府
に
防
災
策
を
言
上
し
、
治
水
や
防
災
に
尽
力
し
た
。

内
務
省
土
木
局
の
ト
ッ
プ
と
し
て
全
国
の
河
川
治
水
、
港
湾
の
修

築
の
み
な
ら
ず
、
日
本
近
代
土
木
行
政
の
骨
格
を
作
る
と
と
も
に
、

工
科
大
学
長
・
土
木
学
会
長
・
工
学
会
の
会
長
と
し
て
、
日
本
近

代
工
学
な
ら
び
に
土
木
工
学
の
制
度
を
作
り
ま
し
た
。

技
術
上
・
行
政
上
に
非
凡
の
才
能
を
振
る
い
、
近
代
土
木
界
の
最

高
権
威
と
さ
れ
ま
し
た
。

白
井
武
左
衛
門

川
崎
平
右
衛
門

江
戸
中
期

志
木
市

一六
九
四
年
～
一七
六
七
年

府
中
市

用
水
に
乏
し
い
宗
岡
に
野
火
止
用
水
を
引
く
た
め
、
交
差
す
る
新

河
岸
川
に
「
い
ろ
は
樋
」
と
い
う
掛
樋
を
架
設
し
た
。
こ
の
架
設

に
よ
っ
て
宗
岡
村
の
農
業
発
展
に
寄
与
し
た
。
ま
た
宗
岡
村
の
洪

水
を
防
ぐ
た
め
、
東
西
の
新
河
岸
川
堤
と
荒
川

堤
を
結
ぶ
北
側
の
佃
堤
、
南
側
の
新
田
場
堤
を
築
造
し
、
宗
岡
村

の
惣
囲
堤
を
完
成
さ
せ
、
治
水
整
備
に
尽
力
。

武
蔵
国
押
立
村
（
現
在
の
押
立
町
）
で
生
ま
れ
、
地
元
府
中
周
辺

の
多
摩
川
大
洪
水
の
後
の
治
水
工
事
や
六
所
宮
（
大
國
魂
神
社
）

の
東
照
宮
の
修
理
な
ど
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
多
摩
地
域
の
発

展
の
礎
と
な
っ
た
武
蔵
野
新
田
の
安
定
化
や
新
田
村
々
の
救
済
・

復
興
の
立
役
者
と
な
る
。
世
界
遺
産
で
有
名
な
島
根
県
大
田
市
の

石
見
銀
山
の
経
営
で
も
活
躍
。

永
田
茂
衛
門

国
友
末
蔵

原
次
郎

小
栗
美
作

生
年
不
詳
～
一六
五
九
年

常
陸
市

一八
八
一年
～
一九
六
〇
年

高
田
市

一八
九
五
年
～
一九
八
八
年

三
芳
野
村

一六
二
六
年
～
一六
八
七
年

上
越
市

永
田
茂
衛
門
と
そ
の
子
勘
衛
門
は
水
戸
藩
の
三
大
江
堰
と
よ
ば
れ

る 

辰
ノ
口 

岩
崎 

小
場
の
開
設
工
事
に
従
事
し
完
成
さ
せ
た
人
物

で
す
。
久
慈
川
や
那
珂
川
と
い
う
大
河
川
に
大
規
模
な
堰
を
築
き

水
路
を
設
け
る
大
規
模
開
発
に
着
手
し
ま
す
。

そ
の
指
揮
に
当
た
っ
た
望
月
五
郎
左
衛
門
が
江
堰
開
設
の
た
め
の

技
術
者
と
し
て
目
を
つ
け
た
の
が
永
田
茂
衛
門
父
子
で
し
た
。

明
治
四
十
年
、
関
川
水
系
の
落
差
を
有
効
に
使
っ
た
名
香
山
村

蔵
々
の
五
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
水
路
式
発
電
所
を
建
設
。

国
友
の
発
電
事
業
の
中
で
特
筆
さ
れ
る
も
の
は
野
尻
湖
の
水
を

冬
期
間
発
電
に
用
い
雪
融
水
を
野
尻
湖
に
吸
い
上
げ
る
池
尻
川
揚

水
発
電
所
を
建
設
し
た
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
発
電
と
潅
漑

用
水
と
も
有
効
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

原
次
郎
が
生
ま
れ
育
っ
た
集
落
は
、
入
間
川
、
越
辺
川
の
氾
濫
で

水
害
に
見
舞
わ
れ
、
耕
地
が
泥
水
に
つ
か
り
、
農
作
物
は
半
分
、

よ
く
て
も
七
分
ほ
ど
実
れ
ば
い
い
と
い
う
状
態
で
貧
し
い
村
だ
っ

た
。「
治
水
を
図
り
、
貧
困
を
な
く
す
こ
と
」
と
い
う
強
い
決
意
を

胸
に
、
入
間
川
、
越
辺
川
、
小
畔
川
の
国
の
直
轄
改
修
工
事
河
川

に
指
定
や
、
三
川
分
流
工
事
の
実
現
な
ど
治
水
に
尽
力
し
た
。

中
江
用
水
の
開
削
は
、
寛
文
の
大
干
ば
つ
後
、
関
川
か
ら
取
水
し

て
別
所
川
ま
で
の
間
を
か
ん
が
い
し
て
い
た
「
お
よ
べ
川
用
水
」

を
掘
り
つ
ぐ
構
想
を
樹
立
し
ま
し
た
が
、
大
普
請
の
た
め
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
美
作
が
中
心
と
な
り
、
藩
営
事
業
と
し
て 

一
六
七
四
年

（
延
宝
二
年
）
工
事
に
着
手
し
、
一
六
七
八
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

群馬県千葉県

東京都長野県

東京都 栃木県埼玉県

茨城県新潟県

矢
板
武

一八
四
九
年
～
一九
二
二
年

那
須
塩
原
市

明
治
か
ら
大
正
時
代
の
開
拓
者
、
実
業
家 
嘉
永
二
年 

一
一
月
一
四

日
生
ま
れ
。
明
治
一
三
年
、
印
南
丈
作
と
那
須
開
墾
社
を
組
織
し
、

栃
木
県
那
須
野
ケ
原
の
開
拓
、
那
須
疏
水
の
開
削
に
つ
く
し
ま
し

た
。
三
〇
年
栃
木
県
会
議
員
。
下
野
銀
行
、矢
板
農
場
な
ど
を
創
立
、

ま
た
下
野
新
聞
社
長
を
務
め
る
な
ど
多
く
の
分
野
で
栃
木
地
域
に

多
大
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

大
原
幽
学

一七
九
七
年
～
一八
五
八
年

旭
市

那
須
野
ヶ
原
は
、
那
珂
川
、
蛇
尾
川
、
箒
川
な
ど
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
複
合
扇
状
地
で
地
下
に
厚
く
砂
、
小
石
が
堆
積
し
、
雨
や

川
の
水
は
す
ぐ
に
地
下
に
浸
透
し
て
し
ま
い
、
水
利
に
恵
ま
れ
な

い
原
野
で
あ
り
ま
し
た
。
那
須
野
ヶ
原
の
開
拓
の
た
め
、
人
々
の

生
活
の
た
め
、
一
日
も
早
く
水
を
引
き
た
い
と
願
っ
て
い
た
人
々

の
中
に
「
印
南
丈
作
」
と
「
矢
板
武
」
が
お
り
ま
し
た
。

田
口
清
平

一八
三
二
年
～
一九
〇
一年

久
喜
市

若
い
時
に
利
根
川
の
洪
水
に
よ
る
被
災
を
み
て
、
治
水
に
関
す
る

技
術
や
知
識
を
習
得
す
る
。
権
現
堂
川
の
行
幸
堤
（
幸
手
市
）
の

築
堤
に
あ
た
っ
て
、
水
利
掛

と
し
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
明
治
天
皇
行
幸
の
際
に
利
根

川
治
水
の
実
情
を
奏
上
し
た
。
な
お
、
清
平
が
中
心
と
な
っ
て
築

堤
し
た
行
幸
堤
は
、
現
在
は
桜
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
。

大
久
保
藤
五
郎

不
詳
～
一六
一七
年

台
東
区

天
正
一
八
年
江
戸
城
下
の
上
水
工
事
の
命
を
受
け
る
。

そ
の
後
、
約
三
ヶ
月
で
小
石
川
目
白
台
下
の
河
流
を
神
田
方
面
に

通
し
、
こ
れ
は
後
の
神
田
上
水
の
元
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
功
績
に
よ
り
家
康
か
ら
「
主
水
」
の
名
を
与
え
ら
れ

た
が
、水
が
濁
る
こ
と
を
嫌
っ
て
「
も
ん
ど
」
で
は
な
く
「
も
ん
と
」

と
発
音
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。

伊
奈
忠
次

一五
五
〇
年
～
一六
一〇
年

伊
那
町

埼
玉
郡
粕
壁
宿
（
春
日
部
市
）
の
名
主
。

水
害
を
防
ぐ
た
め
に
自
費
を
投
じ
て
五
〇
〇
間
の
堤
を
築
い
た
。

そ
の
後
、
再
度
洪
水
が
襲
っ
た
が
、
戸
毎
に
説
い
て
土
俵
を
つ
く

ら
せ
古
堤
の
上
に
積
ま
せ
た
。
昼
夜
の
働
き
に
よ
り
下
流
の
田
地

お
よ
そ
二
万
石
以
上
の
流
失
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
が

喜
蔵
堤
と
名
付
け
ら
れ
た
堤
で
あ
る
。

埼玉県

茨城県 福島県

望
月
珪
治

一八
八
三
年
～
一九
六
九
年

海
老
名
市

望
月
翁
は
、
昭
和
五
年
近
郷
七
か
町
村
を
結
合
し
て
相
模
川
左
岸

普
通
水
利
組
合
を
設
立
、
管
理
者
と
な
り
、
十
数
年
に
わ
た
る
か

ん
が
い
用
排
水
改
良
事
業
の
完
成
に
尽
力
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
よ
り
延
長 

二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
り
の
水
路
、
排
水

施
設
が
完
成
し
、
二
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
地
が
水
害
と
干
ば

つ
か
ら
救
わ
れ
ま
し
た
。

神奈川県

伊
奈
忠
治

坂
本
養
川

一五
九
二
年
～
一六
五
三
年

川
口
市

一七
三
六
年
～
一八
〇
九
年

茅
野
市

幕
府
に
勘
定
方
と
し
て
出
仕
し
て
い
た
忠
治
は
父
、
兄
の
仕
事
を

引
き
継
い
で
関
八
州
の
治
水
工
事
、
新
田
開
発
、
河
川
改
修
を
行

い
、
荒
川
開
削
、
江
戸
川
開
削
に
携
わ
り
ま
し
た
。

江
戸
初
期
に
お
け
る
利
根
川
東
遷
事
業
の
多
く
が
忠
治
の
業
績
で

あ
り
、
鬼
怒
川
と
小
貝
川
の
分
流
工
事
や
下
総
国
、
常
陸
国
一
帯

の
堤
防
工
事
な
ど
を
担
当
し
ま
し
た
。

三
島
郡
寺
泊
の
豪
商
、
大
川
津
分
水
発
願
者
。
江
戸
幕
府
に
対
し

分
水
建
設
を
請
願
し
た
が
許
可
さ
れ
ず
天
保
一
三
年
に
は
幕
府
も

計
画
調
査
を
実
施
し
た
が
莫
大
な
費
用
及
び
周
辺
集
落
の
反
対
に

よ
り
起
工
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
明
治
維
新
後
の
一
八
六
九
年
に
、

白
根
の
庄
屋
田
沢
与
左
衛
門
ら
が
分
水
工
事
を
越
後
府
に
請
願
、

よ
う
や
く
分
水
工
事
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
た
。
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太
田
孫
次
右
衛
門

一八
五
二
年
～
一九
一一年

妙
高
市

明
治
四
年
高
田
の
医
師
瀬
尾
玄
弘
は
四
の
辻
の
自
宅
で
「
知
命
堂
」

を
開
業
し
ま
し
た
。
孫
次
右
衛
門
は
地
域
医
療
向
上
の
た
め
総
合

病
院
設
立
を
め
ざ
す
瀬
尾
に
支
援
を
行
い
明
治
二
四
年
「
知
命
堂

病
院
」
の
創
設
に
尽
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、
孫
次
右
衛
門
は
妙
高

市
赤
倉
付
近
に
土
地
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
地
元
の
人
々

と
連
携
し
温
泉
の
開
発
を
行
い
ま
し
た
。

渡
辺
泉
龍

生
年
不
詳
～
一六
七
二
年

坂
井
市

丸
岡
町
の
野
中
山
王
、
山
崎
三
ヶ
の
田
へ
水
を
運
ぶ
「
新
江
用
水

路
」
は
今
か
ら
約
三
〇
〇
年
前
に
渡
辺
泉
龍
と
丸
岡
藩
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
用
水
路
で
す
。

新
江
用
水
路
が
で
き
る
前
の
野
中
山
王
、
山
崎
三
ヶ
付
近
は
荒
れ

地
で
、
田
も
少
な
く
農
家
の
方
も
あ
ま
り
住
ん
で
お
ら
ず
こ
の
荒

れ
地
を
田
に
す
る
た
め
に
泉
龍
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

丸
山
豊
次
郎

一八
六
八
年
～
一九
三
三
年

高
田
市

新
潟
県
上
越
市
に
生
ま
れ
た
丸
山
豊
治
郎
は
地
元
の
住
民
間
で
長

年
続
い
た
水
争
い
の
禍
根
を
断
と
う
と
思
い
、
川
の
水
利
権
の
確

率
を
図
る
た
め
尽
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
九
三
三
年
（
昭
和
八

年
）
四
月
に
は
良
質
な
飲
用
水
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
地
域
の
簡

易
水
道
の
敷
設
に
着
工
し
、
同
年
六
月
に
は
竣
工
式
を
行
い
ま
し

た
。
晩
年
を
地
元
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

喜
田
吉
右
衛
門

生
年
不
詳
～
一六
七
一年

関
市

寛
文 

三
年
、
現
在
の
関
市
一
帯
は
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
地
に
移
住
し
て
き
た
尾
張
藩
の
浪
人
喜
田
吉
右
衛
門
と

弟
の
林
幽
閑
は
こ
れ
を
見
か
ね
て
、
柴
山
伊
兵
衛
と
相
談
し
長
良

川
か
ら
水
を
引
く
用
水
を
計
画
し
ま
し
た
。

着
工
か
ら
十
年
を
経
て
完
成
し
た
約
一
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
曽
代

用
水
に
よ
り
荒
れ
地
は
美
し
い
田
ん
ぼ
に
生
ま
れ
変
り
ま
し
た
。

古
川
長
四
郎

一八
九
五
年
～
一九
四
六
年

直
江
津
市

古
川
長
四
郎
は
、
直
江
津
の
本
砂
山
町
（
現
在
の
中
央
四
丁
目
）

の
廻
船
問
屋
に
生
ま
れ
、
佐
渡
商
船
株
式
会
社
の
第
四
代
目
社
長

に
就
任
。
そ
の
後
県
会
議
員
を
つ
と
め
、一
九
三
二
年（
昭
和
七
年
）

に
佐
渡
汽
船
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。

一
九
四
三
年
に
は
直
江
津
町
長
に
就
任
し
、
直
江
津
港
修
築
工
事

期
成
同
盟
会
を
結
成
、
直
江
津
港
の
発
展
に
尽
力
し
た
。

林
幽
閑

不
詳

関
市

寛
文 

三
年
、
現
在
の
関
市
一
帯
は
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
地
に
移
住
し
て
き
た
尾
張
藩
の
浪
人
喜
田
吉
右
衛
門
と

弟
の
林
幽
閑
は
こ
れ
を
見
か
ね
て
、
柴
山
伊
兵
衛
と
相
談
し
長
良

川
か
ら
水
を
引
く
用
水
を
計
画
し
ま
し
た
。

着
工
か
ら
十
年
を
経
て
完
成
し
た
約
一
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
曽
代

用
水
に
よ
り
荒
れ
地
は
美
し
い
田
ん
ぼ
に
生
ま
れ
変
り
ま
し
た
。

佐
々
成
政

名
倉
五
郎
助

一五
三
六
年
～
一五
八
八
年

富
山
市

不
詳

掛
川
市

戦
国
時
代
、
常
願
寺
川
は
た
び
た
び
氾
濫
し
、
水
害
が
起
こ
っ
て

い
た
。
佐
々
成
政
は
治
水
に
取
り
組
み
「
佐
々
堤
」
の
築
造
や
、

い
た
ち
川
の
改
修
を
行
な
っ
た
。
常
西
用
水
路
の
川
底
に
は
成
政

が
造
っ
た
石
堤
の
跡
が
現
在
も
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、
佐
々
成
政
は
治
水
工
事
に
つ
き
も
の
だ
っ
た
人
柱
を
禁
じ

て
、
代
わ
り
に
自
身
の
名
前
を
書
い
た
石
を
埋
め
る
よ
う
に
し
た
。

西
大
渕
村
か
ら
、
今
沢
新
田
に
か
け
て
の
田
畑
は
水
の
便
が
悪
く
、

時
に
水
争
い
も
あ
り
ま
し
た
。
水
不
足
に
よ
り
育
て
た
稲
が
枯
れ

る
な
ど
苦
し
い
生
活
か
ら
人
々
を
救
う
た
め
に
坊
主
渕
川
の
水
を

田
畑
に
引
き
入
れ
る
た
め
の
川
底
を
通
る
地
下
水
路
を
造
り
、

百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
広
大
な
田
畑
に
水
を
引
き
人
々
の
生
活
を

支
え
る
た
め
の
工
事
を
始
め
た
。

椎
名
道
三

平
田
靭
負

一七
九
〇 

年
～
一八
七
五
年

滑
川
市

一七
〇
四
年
～
一七
五
五
年

養
老
郡

道
三
は
、
厳
し
い
山
村
で
育
っ
た
た
め
「
農
地
さ
え
あ
れ
ば
」
と
、

土
木
・
測
量
の
技
術
習
得
に
励
み
、
一
四
歳
の
と
き
、
少
し
の
面

積
で
あ
っ
た
も
の
の
、
村
の
谷
川
を
流
れ
る
水
を
集
め
て
開
田
し
、

世
間
で
評
判
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

道
三
が
生
涯
に
開
田
し
た
面
積
は
一
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
し

多
く
の
農
民
を
貧
困
か
ら
救
い
ま
し
た
。

洪
水
を
た
び
た
び
起
こ
す
木
曽
三
川
か
ら
濃
尾
平
野
を
守
る
た
め

に
堤
防
工
事
を
幕
府
の
命
令
に
よ
り
薩
摩
藩
が
す
る
こ
と
に
な

る
。
平
田
靭
負
は
難
工
事
で
あ
っ
た
宝
暦
治
水
の
指
揮
を
と
る
。

流
行
病
の
影
響
も
あ
り
、
工
事
は
難
航
し
三
三
名
が
病
死
す
る
。

工
事
に
よ
り
薩
摩
藩
の
財
政
は
悪
化
し
平
田
靭
負
は
工
事
完
了
後

に
責
任
を
と
っ
て
自
害
す
る
。

高
多
久
兵
衛

松
下
幸
一

一八
五
一年
～
一九
〇
七
年

加
賀
市

一八
九
四
年
～
不
詳

菊
川
市

石
川
県
令
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
の
耕
地
整
理
を
模
範
と
し
田
区
改

正
を
行
う
よ
う
久
兵
衛
に
依
頼
し
ま
し
た
。
久
兵
衛
は
上
安
原
村

の
地
主
に
説
明
し
た
が
費
用
が
か
さ
む
こ
と
か
ら
反
対
さ
れ
た
。

以
前
か
ら
用
水
路
改
修
を
行
う
な
ど
農
業
改
良
に
熱
心
だ
っ
た
久

兵
衛
は
あ
き
ら
め
ず
工
事
費
用
の
一
時
立
て
替
え
や
所
得
補
償
を

約
束
す
る
こ
と
で
よ
う
や
く
承
諾
を
得
て
着
工
し
た
。

「
菊
川
」
大
雨
が
降
る
と
頻
繁
に
洪
水
を
起
こ
す
暴
れ
川
で
し
た
。

菊
川
を
洪
水
の
起
き
な
い
川
に
す
る
こ
と
を
一
生
の
仕
事
と
決
意

し
た
幸
一
は
水
害
の
改
修
費
用
の
援
助
の
た
め
国
や
県
へ
嘆
願
、

ま
た
自
分
の
田
ん
ぼ
を
売
っ
て
は
上
京
し
国
へ
の
嘆
願
を
続
け
ま

し
た
。 

結
果
、
菊
川
は
一
級
河
川
と
し
て
認
め
ら
れ
、
昭
和
八
年

堤
防
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
・
レ
ー
ケ

山
田
省
三
郎

一八
四
二
年
～
一九
一三
年

富
山
市

一八
四
三
年
～
一九
一六
年

愛
西
市

明
治
二
四
年
七
月
、
大
雨
災
害
の
折
、
常
願
寺
川
流
域
も
安
政
の

大
水
害
に
次
ぐ
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
県
知
事
は
国
に
専
門
技
師

の
派
遣
を
要
請
デ
・
レ
ー
ケ
が
同
年
八
月
六
日
富
山
に
到
着
し
九

月
二
日
石
川
県
へ
出
発
す
る
ま
で
に
常
願
寺
川
を
始
め
黒
部
川
、

片
貝
川
、
上
市
川
、
庄
川
、
神
通
川
の
各
水
系
と
伏
木
港
を
視
察

し
治
水
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

洪
水
の
多
い
輪
中
と
い
う
地
域
に
生
ま
れ
水
害
で
苦
し
ん
だ
経
験

を
持
つ
。
県
会
議
員
当
選
後
に
同
じ
く
水
で
苦
し
む
他
の
議
員
と

協
力
し
西
濃
治
水
派
を
形
成
す
る
。
堤
防
の
建
設
費
を
直
接
被
害

を
受
け
た
人
の
負
担
で
は
な
く
、
県
の
負
担
に
す
る
よ
う
に
訴
え

た
。
治
水
の
重
要
性
を
訴
え
続
け
「
治
水
共
同
社
」
を
結
成
す
る

な
ど
木
曽
三
川
の
改
修
に
尽
力
す
る
。

伊
東
彦
四
郎

酒
井
七
右
衛
門

一七
五
八
年
～
一八
三
四
年

黒
部
市

生
年
不
詳
～
一八
一九
年

岐
阜
市

加
賀
藩
に
黒
部
川
か
ら
の
用
水
開
削
を
請
願
し
一
七
九
六
年､ 

十
一
代
藩
主
・
前
田
治
脩
か
ら
財
政
援
助
を
得
ま
し
た
。

し
か
し､ 

水
路
を
つ
く
る
右
岸
は
断
崖
絶
壁
で
測
量
機
械
の
無
い

時
代
、
彦
四
郎
は
工
夫
し
提
灯
の
灯
り
を
利
用
し
夜
、
岩
壁
に
登
っ

た
人
夫
に､ 

対
岸
か
ら
提
灯
の
上
げ
下
げ
を
指
図
し
て
、
岸
壁
に

印
を
つ
け
さ
せ
て
測
量
を
進
め
ま
し
た
。

新
し
く
堤
防
を
造
る
場
合
は
幕
府
の
許
可
が
必
要
に
な
る
が
幕
府

の
許
可
は
簡
単
に
は
下
り
な
か
っ
た
。
水
害
で
苦
し
む
人
の
た
め

に
、
幕
府
の
許
可
を
得
る
た
め
に
尽
力
す
る
。

一
八
一
三
年
に
幕
府
は
酒
井
七
右
衛
門
の
説
明
に
よ
り
築
堤
を
許

可
し
た
。
畑
繋
堤
に
は
一
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
も
な
っ
た
。
堤
防

に
貢
献
し
た
人
物
と
し
て
畑
繋
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

酒
井
利
雄

本
間
賢
三

継
体
天
皇

黒
田
定
七
郎

一八
九
一年
～
一九
六
九
年

坂
井
市

不
詳

牧
之
原
市

五
〇
七
年
～
五
三一年

坂
井
市

一八
六
一年
～
不
詳

菊
川
市

土
木
工
事
を
主
と
す
る
会
社
を
創
立
し
た
酒
井
利
雄
氏
は
、
坂
井

郡
八
千
町
歩
の
用
水
取
入
口
で
あ
っ
た
鳴
鹿
大
堰
所
の
改
良
工
事

を
計
画
、
戦
争
で
中
断
し
た
が
、
戦
後
、
昭
和
二
二
年
国
営
九
頭

竜
川
沿
岸
農
業
水
利
改
良
事
業
を
五
ヶ
年
計
画
で
施
工
。

二
四
年
よ
り
本
格
的
に
着
手
。
そ
し
て
二
八
年
に
待
望
の
通
水
と

な
り
、
翌
年
に
竣
工
し
た
。

た
び
た
び
氾
濫
す
る
坂
口
谷
川
の
拡
幅
を
行
い
、
大
井
川
か
ら
水

を
引
き
、
干
ば
つ
に
備
え
て
水
路
を
作
る
た
め
、
村
人
を
説
得
し

集
め
た
資
金
で
拡
幅
工
事
は
明
治
四
年
に
完
成
。

大
井
川
か
ら
水
を
引
く
工
事
は
、
長
さ
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
隧
道

工
事
が
必
要
で
あ
り
当
時
は
困
難
と
多
く
の
費
用
が
掛
か
っ
た
が

私
財
を
投
じ
て
工
事
を
続
け
、
明
治
九
年
に
完
成
し
た
。

継
体
天
皇
は
、
大
規
模
な
治
水
を
行
い
九
頭
竜
川
・
足
羽
川
・

日
野
川
の
三
大
河
川
を
造
る
こ
と
で
湿
原
の
干
拓
に
成
功
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
越
前
平
野
は
実
り
豊
か
な
土
地
と
な
り
、
人
々
が

定
住
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

河
川
の
整
備
に
続
い
て
港
を
開
き
水
運
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で

稲
作
、
養
蚕
、
採
石
、
製
紙
な
ど
様
々
な
産
業
を
発
達
さ
せ
た
。

菊
川
や
牛
渕
川
な
ど
の
支
流
は
、
農
業
に
欠
か
せ
な
い
水
を
与
え

て
く
れ
る
一
方
で
、
度
々
水
害
を
起
こ
し
、
そ
の
都
度
大
き
な

被
害
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

定
七
郎
は
、
治
水
問
題
に
精
魂
を
傾
け
、
養
父
源
五
郎
の
意
思
を

継
ぎ
、
河
川
改
修
運
動
に
同
士
を
集
結
。
先
頭
に
立
ち
、
菊
川
の

堤
防
を
改
修
す
る
こ
と
に
全
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

岐阜県

岐阜県

富山県

石川県福井県静岡県

松
尾
与
十
郎

一八
三
二
年
～
一八
八
六
年

三
条
市

片
口
村
の
旧
庄
屋
に
生
ま
れ
た
与
十
郎
は
、
水
害
の
惨
状
を
目
の

当
た
り
に
し
、
人
々
を
守
る
に
は
五
十
嵐
川
の
堤
防
以
外
無
い
と

決
意
、
当
時
堤
防
を
つ
く
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
た
五
十
嵐
川
の

北
側
の
人
た
ち
を
説
得
し
、
南
側
の
堤
防
を
つ
く
る
許
可
を
出
し

ま
し
た
。
与
十
郎
は
県
か
ら
補
助
金
が
出
な
か
っ
た
た
め
、
私
財

を
使
い
堤
防
を
つ
く
り
は
じ
め
明
治
九
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

柴
山
伊
兵
衛

一六
一一年
～
一七
〇
三
年

関
市

寛
文 

三
年
、
現
在
の
関
市
一
帯
は
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
地
に
移
住
し
て
き
た
尾
張
藩
の
浪
人
喜
田
吉
右
衛
門
と

弟
の
林
幽
閑
は
こ
れ
を
見
か
ね
て
、
柴
山
伊
兵
衛
と
相
談
し
長
良

川
か
ら
水
を
引
く
用
水
を
計
画
し
ま
し
た
。

着
工
か
ら
十
年
を
経
て
完
成
し
た
約
一
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
曽
代

用
水
に
よ
り
荒
れ
地
は
美
し
い
田
ん
ぼ
に
生
ま
れ
変
り
ま
し
た
。

浅
野
総
一郎

一八
四
八
年
～
一九
三
〇
年

砺
波
市

日
本
セ
メ
ン
ト
産
業
の
創
設
者
で
、
後
の
浅
野
財
閥
の
総
帥
。

一
八
九
八
年
に
浅
野
セ
メ
ン
ト
合
資
会
社
を
設
立
し
、
多
く
の
関

連
事
業
を
設
立
し
た
。
鶴
見
－
川
崎
間
の
遠
浅
の
海
岸
を
埋
立
て
、

大
工
業
地
帯
を
造
成
し
製
鉄
所
、
造
船
所
も
設
立
。

日
本
で
初
め
て
と
な
る
耐
震
設
計
理
論
を
取
り
入
れ
た
小
牧
ダ
ム

を
作
っ
た
こ
と
で
周
辺
地
域
の
開
発
が
進
ん
み
ま
し
た
。

金
森
吉
次
郎

一八
六
四
年
～
一九
三
〇
年

木
曽
三
川
水
系

明
治
二
九
年
に
大
洪
水
が
西
濃
地
方
を
襲
い
、
一
命
を
捨
て
る
覚

悟
で
村
人
を
集
め
堤
防
を
切
り
割
り
、
輪
中
内
に
た
ま
っ
て
い
た

水
を
揖
斐
川
へ
放
出
。
結
果
、
八
〇
〇
〇
戸
の
家
屋
と
四
万
人
の

人
命
を
救
う
こ
と
に
な
る
。

大
正
一
二
年
に
は
、
洪
水
の
恐
ろ
し
さ
を
広
く
世
間
に
知
ら
せ
よ

う
と
明
治
二
九
年
の
浸
水
位
を
礎
石
に
刻
み
洪
水
標
と
し
た
。

高
田
雪
太
郎

一八
五
九
年
～
一九
〇
三
年

富
山
市

明
治
二
四
年
の
大
洪
水
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
際
、
富
山

県
知
事
は
、
常
願
寺
川
改
修
の
必
要
性
を
痛
感
し
政
府
に
要
請
。

政
府
は
デ
・
レ
ー
ケ
を
派
遣
し
た
。
デ
・
レ
ー
ケ
は
県
内
各
河
川

の
調
査
を
行
い
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
雪
太
郎
は
随
行
し
記
録
を
残

し
た
。
そ
し
て
基
本
計
画
を
作
成
し
デ
・
レ
ー
ケ
の
指
導
の
下
、

雪
太
郎
が
施
工
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

富山県

福井県 新潟県

金
原
明
善

一八
三
二
年
～
一九
二
三
年

浜
松
市

明
治
一
〇
年
全
財
産
献
納
の
覚
悟
を
決
め
た
明
善
は
内
務
卿
大
久

保
利
通
に
築
堤
工
事
実
現
の
為
に
謁
見
し
た
。
明
善
自
身
も
一
介

の
田
舎
農
民
が
内
務
卿
へ
の
謁
見
は
叶
わ
な
い
と
思
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
快
く
大
久
保
利
通
と
の
謁
見
は
実
現
し
た
。

そ
れ
は
長
年
、
誠
実
一
途
に
天
竜
川
の
治
水
工
事
に
奔
走
し
て
い

る
明
善
の
話
が
大
久
保
利
通
の
耳
に
入
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

佐
藤
助
九
郎

中
条
右
近
太
夫

一八
四
七
年
～
一九
〇
四
年

砺
波
市

不
詳

菊
川
市

富
山
県
西
部
を
流
れ
る
庄
川
は
幾
度
と
な
く
川
の
氾
濫
に
よ
る
水

害
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
。
助
九
郎
一
六
歳
の
と
き
に
佐
藤
組
を

起
こ
し
常
願
寺
川
の
川
工
事
を
請
け
負
う
が
そ
の
後
何
度
も
洪
水

を
く
り
か
え
し
た
。
明
治
二
四
年
の
常
願
寺
川
大
洪
水
の
工
事
の

際
に
、
内
務
省
付
属
の
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
デ
・
レ
ー
ケ
を
招
聘
し

て
指
導
を
受
け
、
見
事
に
工
事
を
成
功
さ
せ
た
。

右
近
太
夫
は
、
干
ば
つ
被
害
に
困
窮
し
て
い
た
嶺
田
地
区
に
隣
村

の
奈
良
渕
か
ら
水
を
引
こ
う
と
計
画
、
用
水
の
建
設
を
幕
府
に
直

接
訴
え
ま
し
た
。
幕
府
は
建
設
を
認
め
た
も
の
の
領
主
を
飛
び
越

え
て
幕
府
に
直
接
訴
え
出
る
こ
と
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
右
近

太
夫
は
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。
死
後
に
井
の
宮
神
社
に
祀
ら
れ
、

井
宮
様
と
呼
ば
れ
地
域
の
方
か
ら
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。
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犬
塚
祐
一郎

不
詳

磐
田
市

天
保
の
大
飢
饉
の
二
年
前
、
中
泉
代
官
所(

現
磐
田
市)

に
幕
府

の
役
人
と
し
て
赴
任
。
こ
の
地
は
土
地
が
低
く
洪
水
地
帯
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
地
の
水
を
流
す
排
水
路
（
蝦
島
水
道
）
を
造
り
、

悪
夢
だ
っ
た
毎
年
の
水
害
か
ら
人
々
を
救
っ
た
。

ま
た
、
天
竜
川
に
大
堤
防
を
造
り
、
河
川
敷
の
新
田
開
発
や
両
岸

の
水
防
組
合
設
立
な
ど
大
き
な
業
績
を
残
し
た
。

角
倉
了
以

一五
五
四
年
～
一六
一四
年

京
都
市

朱
印
船
貿
易
の
開
始
と
と
も
に
安
南
国
と
の
貿
易
を
行
い
、
山
城

（
京
都
）
の
大
堰
川
、
高
瀬
川
を
私
財
を
投
じ
て
開
削
し
た
。

ま
た
江
戸
幕
府
の
命
令
に
よ
り
富
士
川
、
天
竜
川
、
庄
内
川
な
ど

の
開
削
を
行
っ
た
。
地
元
京
都
で
は
商
人
と
し
て
よ
り
も
琵
琶
湖

疏
水
の
設
計
者
で
あ
る
田
辺
朔
郎
と
共
に
「
水
運
の
父
」
と
し
て

有
名
で
あ
る
。

都
築
弥
厚

一七
六
五
年
～
一八
三
三
年

安
城
市

明
治
用
水
は
矢
作
川
を
水
源
と
し
愛
知
県
安
城
市
を
中
心
に
八
市

に
ま
た
が
る
約
六
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
灌
漑
す
る
農
業

用
水
で
す
。
こ
の
地
域
は
小
規
模
な
水
田
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た

が
農
民
は
常
に
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

矢
作
川
の
水
を
碧
海
台
地
に
導
い
て
大
規
模
な
新
田
開
発
を
計
画

し
た
の
が
和
泉
村
の
都
築
弥
厚
翁
で
し
た
。

行
基

六
六
八
年
～
七
五
〇
年

狭
山
市

行
基
集
団
を
形
成
し
、
道
場
や
寺
院
を
四
九
院
、
溜
池
十
五
窪
、

溝
と
堀
九
筋
、
架
橋
六
所
、
国
家
機
関
と
朝
廷
が
定
め
そ
れ
以
外

の
直
接
の
民
衆
へ
の
仏
教
の
布
教
活
動
を
禁
じ
た
時
代
に
、
禁
を

破
り
畿
内
（
近
畿
）
を
中
心
に
民
衆
や
豪
族
な
ど
階
層
を
問
わ
ず

困
窮
者
の
た
め
の
布
施
屋
九
所
等
の
設
立
な
ど
数
々
の
社
会
事
業

を
各
地
で
成
し
遂
げ
た
。

久
野
庄
太
郎

一九
〇
〇
年
～
一九
九
七
年

知
多
半
島

愛
知
用
水
は
、
水
に
苦
し
む
知
多
半
島
の
た
め
昭
和
三
二
年
か
ら

始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。 

御
嶽
山
に
牧
尾
ダ
ム
を
造
り
、

木
曽
川
か
ら
水
路
を
引
い
て
知
多
半
島
を
潤
す
、
そ
の
後
の
高
度

経
済
成
長
の
先
駆
け
と
も
な
っ
た
大
事
業
で
し
た
。 

知
多
半
島
の
農
民
と
し
て
そ
の
夢
の
用
水
の
実
現
に
命
を
か
け
て

き
た
の
が
久
野
庄
太
郎
翁
と
同
士
・
浜
島
辰
雄
氏
で
し
た
。

沖
野
忠
雄

一八
五
一年
～
一九
二一年

大
阪
市

か
か
わ
っ
た
改
修
工
事
は
、
港
が
八
〇
、
河
川
が
一
〇
〇
に
も
及

び
「
治
水
の
神
様
」
と
称
さ
れ
た
。
内
務
省
直
轄
事
業
の
基
礎
を

築
き
、「
内
務
省
直
轄
事
業
の
父
」「
明
治
河
川
改
修
の
父
」
な
ど

と
称
さ
れ
た
。

な
か
で
も
、
近
代
日
本
の
治
水
の
歴
史
に
燦
然
と
輝
く
の
が
淀
川

改
良
工
事
で
あ
る
と
い
わ
れ
、「
新
淀
川
の
父
」
と
も
称
さ
れ
る
。

藤
本
太
郎
兵
衛

市
丸
又
四
郎

不
詳

高
島
市

不
詳

高
砂
市

大
雨
が
降
っ
た
際
に
周
辺
河
川
か
ら
の
水
が
琵
琶
湖
に
集
ま
り
水

害
を
お
こ
す
。
水
害
を
な
く
す
べ
く
、
琵
琶
湖
の
水
位
を
下
げ
る

た
め
に
瀬
田
川
の
川
底
を
深
く
す
る
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

治
水
工
事
は
瀬
田
川
の
全
長
一
四
キ
ロ
メ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

藤
本
太
郎
兵
衛
は
親
子
三
代
に
渡
り
私
財
を
投
じ
尽
力
し
た
。

天
保
の
御
救
大
浚
と
呼
ば
れ
る
。

加
古
川
支
流
の
荒
井
川
に
は
さ
ま
れ
、
頻
繁
に
洪
水
が
起
き
て
い

た
。
そ
の
た
め
市
丸
又
四
郎
は
堤
防
を
造
り
荒
井
川
の
水
害
に
苦

し
め
ら
れ
て
い
た
人
々
が
救
わ
れ
た
。

現
在
も
高
砂
市
美
保
里
に
は
市
丸
廟
の
額
が
掲
げ
ら
れ
た
い
市
堂

が
弁
天
堂
と
同
じ
敷
地
に
堂
に
は
市
丸
の
事
績
を
記
し
た
碑
文
と

「
恵
光
院
浄
慶
」
と
記
さ
れ
た
墓
碑
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

西
澤
真
蔵

仁
徳
天
皇

一八
四
四
年
～
一八
九
七
年

豊
田
市

二
九
〇
年
～
三
九
九
年

大
阪
市

西
澤
眞
藏
は
、
弘
化
元
年
に
愛
知
郡
野
々
目
村
に
生
ま
れ
、
商
人

と
し
て
各
種
の
事
業
を
手
が
け
大
き
な
成
功
を
お
さ
め
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
水
不
足
に
悩
む
愛
知
県
の
高
岡
地
区
や
猿
投
地
区
（
現

在
の
豊
田
市
）
で
進
め
ら
れ
て
い
た
枝
下
用
水
の
開
鑿
工
事
に
関

わ
り
、
全
財
産
を
投
げ
打
ち
、
膨
大
な
借
金
を
背
負
い
、
人
生
を

か
け
て
枝
下
用
水
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

河
内
平
野
に
お
け
る
水
害
を
防
ぎ
ま
た
開
発
を
行
う
た
め
難
波
の

堀
江
の
開
削
と
茨
田
堤
（
大
阪
府
寝
屋
川
市
）
の
築
造
を
行
っ
た
。

こ
れ
が
日
本
最
初
の
大
規
模
土
木
事
業
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。

又
、
山
背
の
栗
隈
県
（
京
都
府
城
陽
市
西
北
～
久
世
郡
久
御
山
町
）

に
灌
漑
用
水
を
引
か
せ
た
。
そ
し
て
、
灌
漑
用
水
と
し
て
感
玖
大

溝
を
掘
削
し
広
大
な
田
地
を
開
拓
し
た
。

籠
手
田
安
定

長
浜
新
六
郎

一八
四
〇
年
～
一八
九
九
年

長
浜
市

不
詳

加
古
川
市

県
令
籠
手
田
安
定
は
、
明
治
一
五
年
に
田
川
改
修
工
事
の
施
行
を

県
会
に
提
案
し
た
が
、
工
事
費
が
莫
大
で
あ
り
受
益
範
囲
が
限
定

的
で
下
流
に
強
い
反
対
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
議
会
で
否
決
さ
れ

た
。
翌
明
治
一
六 

年
に
も
再
提
案
し
た
が
ま
た
同
一
理
由
で
否
決

さ
れ
た
。
そ
こ
で
県
令
は
明
治
政
府
の
許
可
を
受
け
れ
ば
工
事
が

出
来
る
と
い
う
規
則
を
発
動
し
て
工
事
を
実
施
し
た
。

国
包
出
身
の
商
人
だ
っ
た
長
浜
新
六
朗
は
、
加
古
川
の
水
害
に
悩

ま
さ
れ
続
け
る
人
々
を
見
か
ね
、
私
財
を
投
じ
て
洪
水
の
際
に
避

難
で
き
る
山
を
天
保
六
年(

一
七
五
六
年)

に
完
成
さ
せ
た
。

そ
の
山
は
人
の
手
で
築
か
れ
た
こ
と
か
ら
築
山
と
呼
ば
れ
、
そ
の

頂
上
に
地
元
の
人
々
が
感
謝
の
気
持
ち
と
安
全
へ
の
祈
り
を
込
め

て
築
山
神
社
を
建
て
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

浜
島
辰
雄

豊
臣
秀
吉

一九
一六
年
～
二
〇
一三
年

知
多
半
島

一五
三
七
年
～
一五
九
八
年

枚
方
市

愛
知
用
水
は
、
水
に
苦
し
む
知
多
半
島
の
た
め
昭
和
三
二
年
か
ら

始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。 

御
嶽
山
に
牧
尾
ダ
ム
を
造
り
、

木
曽
川
か
ら
水
路
を
引
い
て
知
多
半
島
を
潤
す
、
そ
の
後
の
高
度

経
済
成
長
の
先
駆
け
と
も
な
っ
た
大
事
業
で
し
た
。 

知
多
半
島
の
農
民
と
し
て
そ
の
夢
の
用
水
の
実
現
に
命
を
か
け
て

き
た
の
が
久
野
庄
太
郎
翁
と
同
士
・
浜
島
辰
雄
氏
で
し
た
。

豊
臣
秀
吉
は
織
田
信
長
の
家
臣
と
し
て
台
頭
し
土
木
技
術
を
巧
み

に
活
か
し
た
戦
法
、
築
城
を
得
意
と
し
様
々
な
土
木
施
設
を
手
が

け
た
人
物
で
す
。
大
阪
城
築
城
で
は
周
辺
地
域
の
新
田
開
発
と
洪

水
防
御
の
た
め
淀
川
に
太
閤
堤
や
文
禄
堤
等
を
築
き
淀
川
の
流
路

を
固
定
、
こ
れ
以
外
に
も
多
く
の
治
水
事
業
等
に
携
わ
り
土
木
技

術
を
飛
躍
的
に
発
展
・
普
及
さ
せ
ま
し
た
。

河
村
瑞
賢

中
甚
平
衛

一六
一八
年
～
一六
九
九
年

淀
川
水
系

一六
三
九
年
～
一七
三
〇
年

東
大
阪
市

元
和
四
年
二
月
生
ま
れ
。
江
戸
時
代
前
期
の
商
人
で
海
運
と
治
水

の
功
労
者
。
漬
物
屋
か
ら
土
木
建
築
業
に
転
じ
、
明
暦
の
江
戸
大

火
で
は
材
木
の
買
い
占
め
で
利
益
を
あ
げ
ま
し
た
。

鉱
山
や
新
田
の
開
発
、
東
廻
航
路
・
西
廻
航
路
の
整
備
、
淀
川
治

水
の
た
め
の
安
治
川
開
削
な
ど
の
事
業
を
手
が
け
大
貢
献
し
旗
本

に
と
り
た
て
ら
れ
ま
し
た
。

「
大
阪
の
川
の
流
れ
を
変
え
た
男
」
と
呼
ば
れ
る
。
五
〇
年
に
も

わ
た
り
大
和
川
の
付
け
替
え
工
事
を
嘆
願
し
続
け
る
。
付
け
替
え

工
事
で
は
指
揮
を
任
せ
ら
れ
、
工
事
は
長
さ
一
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
新
し
い
川
を
造
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
工
事
に
よ
り
川
の
水
を

海
ま
で
直
接
通
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
水
か
さ
が
少
な
く
な
り
、

水
害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。

慈
心
上
人（
覚
真
）

濱
口
梧
陵

近
藤
勝
由

大
畑
才
蔵

一一七
〇
年
～
一二
四
三
年

加
茂
町

一八
二
〇
年
～
一八
八
五
年

有
田
郡

一八
二
七
年
～
一九
〇
一年

綾
部
市

一六
四
二
年
～
一七
二
〇
年

橋
本
市

瓶
原
大
井
手
用
水
開
削
の
祖
。
大
井
手
水
路
は
、
鎌
倉
時
代
中
期

の
貞
応
元
年
、
現
在
の
京
都
府
相
楽
郡
加
茂
町
瓶
原
の
海
住
山
寺

の
慈
心
上
人
が
、
和
束
郷
石
寺
の
和
束
川
に
水
源
を
求
め
、
川
に

井
手
枕
と
い
う
堰
堤
を
設
け
、
そ
こ
か
ら
、
幅
一
八
〇
セ
ン
チ
、

勾
配
一
二
五
〇
分
の
一
、
水
深
三
〇
セ
ン
チ
、
延
長
六
七
五
五
メ
ー

ト
ル
の
水
路
を
村
人
と
と
も
に
完
成
さ
せ
た
。

安
政
南
海
地
震
の
津
波
が
広
村
に
襲
来
し
た
後
、
梧
陵
は
自
身
の

田
に
あ
っ
た
藁
に
火
を
つ
け
高
台
の
広
八
幡
神
社
へ
の
避
難
路
を

示
す
明
か
り
と
し
村
人
を
誘
導
し
た
。

村
人
の
九
割
以
上
を
救
い
、
津
波
か
ら
命
を
救
う
に
は
情
報
伝
達

の
速
さ
に
が
重
要
と
い
う
教
訓
を
残
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に
作
ら

れ
た
物
語
が
『
稲
む
ら
の
火
』
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

洪
水
に
よ
り
天
田
井
堰
が
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
こ

で
勝
由
は
天
田
井
堰
と
綾
部
井
堰
を
統
合
し
よ
う
と
考
え
、
約

九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
水
路
を
掘
り
、
ニ
つ
の
井
堰
の
水
路
を
つ
な

ぐ
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
困
難
な
工
事
だ
と
農
民
か
ら
反
対
さ
れ

ま
し
た
が
、
勝
由
は
私
財
を
投
げ
う
っ
て
工
事
に
取
り
か
か
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
綾
部
用
水
の
基
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。

水
を
雨
水
や
渓
流
水
に
頼
る
紀
の
川
右
岸
一
帯
の
農
民
た
ち
は
、

紀
の
川
の
水
を
自
分
の
水
田
に
引
く
こ
と
が
で
き
た
ら
と
の
願
い

に
工
事
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
地
形
が
複
雑
で
難
し
い
工
事
を

他
に
も
完
成
さ
せ
た
才
蔵
が
作
っ
た
二
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
藤
崎

井
用
水
路
や
完
成
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
小
田
井
用
水
路
は
現
在
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

大坂府

奈良県

愛知県

三重県京都府 滋賀県和歌山県 兵庫県

伊
奈
忠
次

一五
五
〇
年
～
一六
一〇
年

犬
山
市

徳
川
家
康
の
命
令
を
受
け
洪
水
の
被
害
を
減
ら
す
た
め
に
犬
山
か

ら
弥
富
に
ま
で
続
く
御
囲
堤
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
造
る
。
伊
奈

備
前
堤
と
も
呼
ば
れ
る
。

「
伊
奈
流
」
と
呼
ば
れ
る
洪
水
対
策
の
堤
防
シ
ス
テ
ム
は
幕
府
の
基

本
方
と
な
る
。
他
に
木
津
用
水
の
開
削
に
も
関
わ
る
。

こ
れ
に
よ
り
広
い
範
囲
に
水
を
送
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ー
ノ
ル
ド
・
エ
ッ
セ
ル

一八
四
三
年
～
一九
三
九
年

大
阪
市

明
治
六
年
、
三
〇
歳
の
と
き
に
、
日
本
政
府
に
雇
わ
れ
て
来
日
し

日
本
の
近
代
化
の
た
め
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
指
導
し
ま
し
た
。

淀
川
水
系
の
調
査
・
設
計
を
手
始
め
に
、
鳥
取
県
千
代
川
、
東
京

都
江
戸
川
、
千
葉
県
利
根
川
、
新
潟
県
信
濃
川
、
山
形
県
最
上
川
、

赤
川
な
ど
で
改
修
工
事
の
指
導
、
設
計
に
当
た
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
坂
井
港
の
エ
ッ
セ
ル
堤
な
ど
の
設
計
も
行
い
ま
し
た
。

西
嶋
八
兵
衛

一五
九
六
年
～
一六
八
〇
年

津
市

西
嶋
八
兵
衛
は
、
遠
州
浜
松
で
生
ま
れ
、
水
利
、
土
木
、
経
済
、

書
道
に
優
れ
一
七
歳
の
時
に
伊
勢
津
藩
主
藤
堂
高
虎
に
仕
え
ま
し

た
。
八
兵
衛
は
二
代
目
藩
主
藤
堂
高
次
か
ら
命
ぜ
ら
れ
領
内
を
巡

回
、
雲
出
井
用
水
開
削
の
大
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

雲
出
井
用
水
路
は
、
現
在
の
津
市
、
久
居
市
の
優
良
農
地
約

八
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
灌
漑
す
る
農
業
用
水
利
施
設
。

中
川
吉
造

不
詳

大
和
高
田
市

明
治
二
九
年
、
帝
国
大
学
工
科
大
学
土
木
工
学
科
卒
。
内
務
省
技

師
と
な
り
地
方
土
木
工
事
の
監
督
と
利
根
川
改
修
に
あ
た
り
大
正

一
五
年
利
根
川
の
改
修
工
事
を
完
成
さ
せ
、
約
四
〇
年
間
、
利
根

川
改
修
工
事
に
尽
力
し
た
、「
利
根
川
の
主
」
と
称
さ
れ
る
。

昭
和
七
年
か
ら
十
一
年
間
を
費
や
し
、
高
田
川
の
付
け
替
え
工
事

や
、
水
道
の
敷
設
工
事
に
助
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

恵
荘
上
人

一七
七
八
年
～
一八
四
九
年

長
浜
市

高
月
町
西
野
は
北
と
西
を
山
に
囲
ま
れ
た
低
地
で
よ
く
洪
水
が
起

き
て
い
ま
し
た
。
恵
荘
は
こ
の
洪
水
を
何
と
か
し
よ
う
と
西
の
山

を
く
り
抜
い
て
び
わ
湖
へ
排
水
を
流
す
事
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
恵
荘
と
住
民
は
彦
根
藩
か
ら
「
隧
道
」
を
掘
る
許
可
を
も

ら
い
、
天
保
一
一
年
よ
り
工
事
を
は
じ
め
ま
し
た
。

五
年
後
の
弘
化
二
年
に
西
野
隧
道
が
完
成
し
ま
し
た
。

京都府 静岡県三重県

魚
住
完
治

一八
二
八
年
～
一八
九
九
年

稲
美
町

い
な
み
野
台
地
は
雨
が
少
な
く
、
度
重
な
る
干
ば
つ
が
襲
い
農
家

は
困
窮
し
て
い
た
。
私
財
を
投
じ
て
山
田
川
か
ら
の
疏
水
を
造
る

た
め
測
量
を
行
っ
た
が
、
地
盤
が
悪
く
工
事
費
が
嵩
む
た
め 

淡
河
川
か
ら
取
水
す
る
こ
と
と
し
明
治
二
一
年
に
着
工
し
三
年
後

に
完
成
、
七
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
水
田
化
さ
れ
た
。

工
事
で
は
指
導
監
督
に
あ
た
り
疏
水
完
成
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

松
本
彦
平

赤
木
正
雄

一八
五
六
年
～
一九
一九
年

高
島
市

一八
八
七
年
～
一九
七
二
年

豊
岡
市

土
地
が
高
台
に
あ
り
、
周
囲
の
河
川
か
ら
田
畑
に
水
を
引
く
こ
と

も
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
、
そ
の
た
め
貯
水
池
を
作
る
必
要
に

せ
ま
ら
れ
た
。
松
本
彦
平
の
指
示
の
下
、
淡
海
湖
の
工
事
は
進
め

ら
れ
る
が
完
成
を
見
ず
に
亡
く
な
る
。

九
年
に
及
ぶ
工
事
で
淡
海
湖
は
完
成
し
、
水
の
確
保
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
新
田
開
発
に
も
つ
な
が
る

全
国
治
水
砂
防
協
会
の
設
立
者
。
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
林
学
科

砂
防
に
学
び
、
林
学
出
身
者
で
は
じ
め
て
内
務
省
に
就
職
。

鬼
怒
川
、
信
濃
川
、
木
津
川
、
瀬
田
川
、
富
士
川
、
神
通
川
、

天
竜
川
、
六
甲
山
な
ど
全
国
の
砂
防
工
事
を
指
揮
す
る
な
ど
、

国
内
砂
防
技
術
の
基
礎
を
築
い
た
。
日
本
で
の
砂
防
の
重
要
さ
を

い
ち
早
く
説
い
た
人
物
で
「
砂
防
の
父
」
と
い
わ
れ
る
。
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柏
木
浅
右
衛
門

生
年
不
詳
～
一八
三
四
年

御
坊
市

浅
右
衛
門
は
段
々
田
ん
ぼ
で
の
重
労
働
や
干
ば
つ
に
悩
み
・
飢
饉

に
苦
し
む
人
々
の
生
活
を
見
て
成
長
し
た
。
彼
は
東
谷
に
溜
め
池

を
と
一
念
発
起
し
、 

私
財
一
切
を
投
げ
だ
し
、
労
力
総
て
を
奉
仕

し
て
池
普
請
に
情
熱
を
傾
け
た
。
は
じ
め
は 

半
信
半
疑
の
村
人
も

彼
の
姿
に
励
ま
さ
れ
一
万
有
余
の
人
々
が
、
伊
勢
参
宮
講
を
結
成

し
て
経
費
を
と
と
の
え
、
大
事
業
に
着
手
し
た
。

咽
声
忠
左
衛
門

一八
六
三
年
～
一九
三
七
年

尾
道
市

関
西
や
尾
道
の
公
共
事
業
や
慈
善
事
業
、
寺
社
に
多
く
の
寄
付
を

し
た
。
大
正
か
ら
昭
和
に
お
け
る
寄
付
金
王
と
ま
で
言
わ
れ
て
い

る
。
記
録
に
残
る
主
な
も
の
だ
け
で
も
一
四
七
件
に
お
よ
ぶ
寄
付
・

寄
進
を
し
て
い
る
。

初
期
は
特
に
教
育
関
係
、
つ
い
で
病
院
・
水
道
な
ど
の
社
会
事
業

関
係
、
そ
し
て
災
害
の
義
捐
関
係
な
ど
も
目
立
っ
た
。

栗
本
新
兵
衛

不
詳

御
坊
市

天
保
の
大
飢
饉
の
た
め
に
多
く
の
人
が
飢
え
死
に
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
栗
本
新
兵
衛
は
貧
し
い
人
を
救
う
た
め
に
日
高
川
沿
岸

を
埋
め
立
て
る
工
事
を
私
財
を
投
じ
行
っ
た
。
人
々
は
こ
の
工
事

に
よ
り
仕
事
を
得
る
こ
と
も
で
き
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
新
田
が
開
発
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
新
し
く

で
き
た
新
田
は
「
茶
新
新
田
」
と
呼
ば
れ
る
。

山
口
玄
洞

一八
六
三
年
～
一九
三
七
年

尾
道
市

関
西
や
尾
道
の
公
共
事
業
や
慈
善
事
業
、
寺
社
に
多
く
の
寄
付
を

し
た
。
大
正
か
ら
昭
和
に
お
け
る
寄
付
金
王
と
ま
で
言
わ
れ
て
い

る
。
記
録
に
残
る
主
な
も
の
だ
け
で
も
一
四
七
件
に
お
よ
ぶ
寄
付
・

寄
進
を
し
て
い
る
。

初
期
は
特
に
教
育
関
係
、
つ
い
で
病
院
・
水
道
な
ど
の
社
会
事
業

関
係
、
そ
し
て
災
害
の
義
捐
関
係
な
ど
も
目
立
っ
た
。

鈴
木
立
庵

不
詳

御
坊
市

鈴
木
立
庵
は
段
々
田
ん
ぼ
で
の
重
労
働
や
干
ば
つ
に
悩
み
・
飢
饉

に
苦
し
む
人
々
の
生
活
を
見
て
成
長
し
た
。
彼
は
東
谷
に
溜
め
池

を
と
一
念
発
起
し
、 

私
財
一
切
を
投
げ
だ
し
、
労
力
総
て
を
奉
仕

し
て
池
普
請
に
情
熱
を
傾
け
た
。
は
じ
め
は 

半
信
半
疑
の
村
人
も

彼
の
姿
に
励
ま
さ
れ1
万
有
余
の
人
々
が
、
伊
勢
参
宮
講
を
結
成

し
て
経
費
を
と
と
の
え
、
大
事
業
に
着
手
し
た
。

桑
原
卯
之
助

一七
二
三
年
～
一七
八
三
年

広
島
市

江
戸
時
代
初
期
、
八
木
・
緑
井
・
長
束
な
ど
太
田
川
右
岸
地
域
は

農
業
用
水
が
乏
し
か
っ
た
た
め
稲
作
に
適
さ
ず
、
そ
ば
・
大
豆
・

粟
な
ど
の
雑
穀
に
頼
っ
て
生
活
し
て
い
た
。

卯
之
助
は
、
太
田
川
の
水
を
引
き
入
れ
る
用
水
路
の
掘
削
に
取
り

掛
か
か
り
、
調
査
を
重
ね
て
八
木
の
十
歩
一
を
取
水
口
に
決
め
、

一
七
六
八
年
に
定
用
水
が
完
成
し
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｋ
・
バ
ル
ト
ン

加
地
茂
治
郎

一八
五
六
年
～
一八
九
九
年

松
江
市

一八
六
九
年
～
一九
四
〇
年

観
音
寺
市

日
本
の
衛
生
工
学
・
上
下
水
道
の
父
。
松
江
市
他
二
三
都
市
の
近

代
水
道
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
バ
ル
ト
ン
の
設
計
は
、
実
地
工
事

の
段
階
で
は
大
幅
に
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
帝
都
上
下
水
道
の
基
本
計
画
と
な
り
、
東
京
、
神
戸
、
福
岡
、

岡
山
な
ど
の
上
下
水
道
の
基
本
調
査
を
担
当
し
ま
し
た
。

凌
雲
閣
の
基
本
設
計
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
正
一
三
年
、
香
川
県
は
厳
し
い
日
照
り
に
襲
わ
れ
た
。
元
々
雨

が
少
な
く
、
昔
か
ら
た
め
池
を
つ
く
っ
て
作
物
を
作
っ
て
い
た
が
、

日
照
で
池
は
枯
れ
、
農
民
た
ち
は
飲
み
水
に
も
困
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

農
民
の
訴
え
に
柞
田
川
を
せ
き
止
め
る
ダ
ム
建
設
を
計
画
。

国
や
県
議
会
に
費
用
負
担
を
交
渉
し
、
貧
し
い
農
民
の
収
入
と
な

る
よ
う
工
事
は
地
元
の
農
民
た
ち
で
行
っ
た
。

亀
井 

茲
矩

岩
崎
想
左
衛
門

一八
四
四
年
～
一八
九
七
年

豊
田
市

一五
九
八
年
～
一六
六
二
年

周
南
市

茲
矩
は
慶
長
七
年
か
ら
大
井
手
用
水
路
の
開
設
に
取
組
み
、
千
代

川
の
川
筋
に
取
水
堰(

智
頭
川
と
八
東
川
の
合
流
点
の
上
約
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル)

を
設
け
て
水
源
と
し
、
水
路
は
河
原
か
ら
江
津
・

秋
里
・
湖
山
に
及
ぶ
約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
で
千
代
川
の
西
側

に
は
灌
漑
面
積
は
約
千
町
歩
に
及
び
ま
す
。

施
工
に
は
七
年
の
歳
月
を
要
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

鹿
野
台
地
は
周
辺
の
錦
川
や
渋
川
よ
り
も
高
台
に
あ
る
た
め
村
人

た
ち
は
毎
日
遠
く
へ
水
汲
み
に
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
見
た
想
左

衛
門
重
友
は
、
な
ん
と
か
こ
の
台
地
に
水
を
引
こ
う
と
考
え
た
。

そ
こ
で
、
藩
の
許
可
を
受
け
た
想
左
衛
門
重
友
は
（
慶
安
四
年
）

私
財
を
投
じ
て
村
人
と
工
事
を
始
め
た　

工
事
を
始
め
て
四
年

後
、
村
人
と
協
力
し
約
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
た
。

石
川
善
右
衛
門

山
之
内
彦
左
衛
門

一六
〇
七
年
～
一六
七
〇
年

岡
山
市

一六
一四
年
～
一六
九
八
年

久
万
高
原
町

江
戸
前
期
の
水
利
土
木
家
。
承
応
三
（
一
六
五
四
）
年
七
月
備
前

各
地
に
大
水
害
が
発
生
藩
主
池
田
光
政
の
命
を
受
け
被
害
が
激
し

か
っ
た
児
島
郡
の
救
済
に
あ
た
っ
た
。

各
地
を
視
察
し,

旱
水
害
の
地
児
島
郡
に
福
林
池,

森
池
を
は
じ
め
、

郡
内
に
三
〇
〇
余
の
池
を
造
成
、
旱
害
の
憂
い
を
除
い
た
。

文
化
三
年
郡
民
に
て
瑜
伽
山
に
頌
徳
の
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

久
万
盆
地
を
流
れ
る
久
万
川
は
深
い
谷
の
た
め
、
農
業
用
水
を
引

く
た
め
川
の
上
流
に
堰
を
つ
く
り
、
そ
こ
か
ら
数
十
も
の
「
掛
樋
」

を
連
ね
て
水
を
引
い
て
い
た
。
台
風
や
大
雨
の
洪
水
に
よ
っ
て
、

掛
樋
は
た
び
た
び
流
さ
れ
そ
の
苦
労
は
大
変
な
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
苦
し
み
か
ら
人
々
を
救
う
た
め
、
掛
樋
の
代
わ
り
に
岩
山
を

切
り
開
き
用
水
路
を
築
い
た
。

大
梶
七
兵
衛

井
内
恭
太
郎

一六
二一年
～
一六
八
九
年

出
雲
市

一八
五
四
年
～
一九
三
四
年

阿
波
市

海
か
ら
吹
き
付
け
る
強
い
西
風
に
加
え
、
水
に
恵
ま
れ
ず
作
物
が

で
き
な
い
こ
と
に
心
を
痛
め
、
私
財
を
投
げ
出
し
て
で
も
こ
の
地

の
開
拓
を
成
し
と
げ
よ
う
と
決
意
。
用
水
路
を
通
す
砂
地
の
土
地

は
水
が
地
面
に
吸
い
込
ま
れ
る
た
め
、
川
床
に
む
し
ろ
を
敷
き
粘

土
で
固
め
水
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
し
た
。
こ
う
し
て
幅
約
六
メ
ー

ト
ル
、
全
長
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
用
水
路
が
で
き
あ
が
っ
た
。

江
戸
時
代
か
ら
吉
野
川
流
域
の
農
地
で
は
た
く
さ
ん
の
藍
が
作
ら

れ
て
い
た
。
明
治
三
〇
年
代
以
降
、
化
学
染
料
の
輸
入
等
に
よ
り

藍
は
急
速
に
衰
退
。
藍
に
か
わ
り
に
米
作
り
を
考
え
る
も
水
の
確

保
が
困
難
だ
っ
た
。
井
内
は
、
吉
野
川
か
ら
農
地
ま
で
水
を
引
く

用
水
路
の
建
設
を
考
え
、
七
年
を
か
け
吉
野
川
の
南
北
に
大
き
な

用
水
路
を
同
時
に
完
成
さ
せ
た
。

周
藤
彌
兵
衛

西
嶋
八
兵
衛

一六
五
〇
年
～
一七
五
二
年

松
江
市

一五
九
六
年
～
一六
八
〇
年

高
松
市

宝
栄
三
年
、
五
六
歳
に
し
て
一
念
発
起
し
た
周
藤
彌
兵
衛
は
日
吉

村
の
剣
山
を
切
り
抜
き
、
以
来
四
二
年
間
ノ
ミ
と
槌
で
剣
山
の
硬

い
岩
を
切
り
開
く
と
い
う
苦
業
に
立
ち
向
か
っ
た
。

九
七
歳
に
し
て
「
日
吉
切
通
し
」
を
完
成
さ
せ
、
意
宇
川
の
流
れ

を
変
え
洪
水
を
繰
り
返
す
暴
れ
川
か
ら
村
を
救
っ
た
。

宝
暦
二
年
、
一
〇
三
歳
で
大
往
生
を
と
げ
た
。

讃
岐
平
野
は
降
雨
が
極
め
て
少
な
く
、
農
民
た
ち
は
水
の
確
保
に

苦
労
し
て
き
た
。
日
照
り
が
続
く
と
水
不
足
に
困
窮
し
、
大
雨
に

な
る
と
鉄
砲
水
や
洪
水
が
民
家
や
田
畑
を
押
し
流
し
被
害
を
出
す

と
い
う
讃
岐
に
お
い
て
、
治
水
利
水
事
業
は
急
を
要
し
て
い
た
。

八
兵
衛
は
干
ば
つ
を
救
う
た
め
讃
岐
へ
派
遣
さ
れ
、
農
業
用
水
確

保
の
た
め
、
讃
岐
の
た
め
池
の
築
造
・
改
修
に
活
躍
し
た
。

河
原
善
右
衛
門

野
中
兼
山

ロ
ー
ウ
ェ
ン
ホ
ル
ス
ト
・
ム
ル
デ
ル

足
立
重
信

一六
三
七
年
～
一六
八
五
年

久
米
南
町

一六
一五
年
～
一六
六
三
年

高
知
市

一八
四
八
年
～
一九
〇
一年

岡
山
市

生
年
不
詳
～
一六
二
五
年

松
山
市

江
戸
時
代
の
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
年)

に
、
現
在
の
久
米
南
町

下
弓
削
に
生
ま
れ
、
長
じ
て
大
庄
屋
と
な
り
貧
困
に
苦
し
む
農
民

を
何
と
か
救
済
し
た
い
と
発
念
。

干
天
の
水
不
足
、
洪
水
な
ど
、
天
候
に
翻
弄
さ
れ
る
郷
土
の
農
業

改
革
を
目
指
し
て
、
河
川
の
改
修
、
田
畑
の
開
墾
・
灌
漑
施
設
づ

く
り
な
ど
、
数
々
の
大
事
業
に
私
財
を
投
じ
て
成
し
遂
げ
た
。

八
田
堰
、
山
田
堰
な
ど
の
堰
及
び
用
水
路
の
建
設
に
よ
る
新
田
開

発
や
日
本
最
初
の
掘
り
込
み
港
湾
「
手
結
内
港
」
な
ど
多
く
の
新

田
開
発
や
港
湾
設
備
建
設
を
行
い
、「
土
木
神
の
化
身
」
と
呼
ば
れ

る
ほ
ど
の
土
木
工
事
を
行
っ
た
。
四
万
十
川
支
流
に
分
水
目
的
の

井
堰
を
設
け
、
四
ヶ
村
を
灌
漑
す
る
た
め
に
水
車
を
設
置
し
水
田

に
水
を
汲
み
上
げ
る
工
事
も
行
っ
た
。

児
島
湾
の
干
拓
調
査
に
あ
た
り
、
ム
ル
デ
ル
は
こ
の
地
方
の
伐
採

で
荒
れ
果
て
た
山
々
を
見
て
驚
き
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
土
砂
流
出
、
洪
水
の
害
は
治
ま
ら
ず
、
古
田
の

湿
田
化
も
止
め
ら
れ
な
い
と
し
「
児
島
湾
開
墾
復
命
書
」
の
な
か

で
、
干
拓
工
事
の
手
順
や
工
法
だ
け
で
な
く
、
伐
採
の
禁
止
と
河

川
上
流
部
で
の
砂
防
の
必
要
性
を
強
く
説
き
ま
し
た
。

松
山
城
主　

加
藤
嘉
明
に
仕
え
、
藩
き
っ
て
の
土
木
技
術
者
だ
っ

た
足
立
重
信
は
、
当
時
あ
ち
こ
ち
で
氾
濫
し
て
い
た
伊
予
川
（
重

信
川
）
の
河
道
改
修
を
行
い
、
荒
廃
地
だ
っ
た
地
域
に
五
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
新
田
を
拓
い
た
。
当
時
城
を
作
る
勝
山
の
南
麓
を
抜
け
、

洪
水
を
繰
り
返
す
暴
れ
川
だ
っ
た
石
手
川
（
い
し
て
が
わ
）
を

南
（
現
在
の
流
路
）
へ
付
け
替
え
さ
た
。

岡山県

平
井
正
次

一五
八
〇
年
～
一六
五
七
年

御
坊
市

一
六
〇
〇
年
初
め
の
土
木
技
術
で
は
、
日
高
川
近
辺
の
低
い
土
地

は
畑
地
が
多
く
水
田
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
河
川
が
荒
れ
れ
ば
た
ち

ま
ち
氾
濫
す
る
た
め
流
域
は
耕
作
人
不
明
の
荒
地
と
な
っ
て
い

た
。 

正
次
は
川
辺
町
若
野
圦
本
で
日
高
川
を
堰
き
止
め
、
二
六
〇

町
歩
を
灌
漑
、
水
門
よ
り
水
末
に
至
る
溝
渠
延
長
約
一
里
二
〇
町

の
若
野
井
堰
を
設
計
し
工
事
を
指
揮
し
完
成
し
た
。

水
野
勝
成

一五
六
四
年~

一六
五
一年

福
山
市

福
山
藩
初
代
藩
主
。
芦
田
川
デ
ル
タ
干
拓
に
よ
る
城
下
町
建
設
を

は
じ
め
，
綿
花
栽
培
の
奨
励
に
よ
る
繊
維
産
業
育
成
や
上
水
道
の

敷
設
、
戦
国
時
代
以
来
荒
れ
て
い
た
神
社
仏
閣
の
修
理
・
再
建
な

ど
領
内
の
治
政
に
力
を
尽
く
し
た
。
城
下
町
建
設
と
と
も
に
、

上
水
道
網
（
福
山
旧
水
道
）
を
整
備
。
ま
た
、
城
下
町
を
氾
濫
か

ら
守
る
た
め
、
芦
田
川
の
治
水
・
灌
漑
・
利
水
事
業
も
行
っ
た
。

ト
蔵
孫
三
郎

一六
九
六
年
～
一七
二一年

安
来
市

卜
蔵
孫
三
郎
は
、
江
戸
時
代
中
期
、
仁
多
郡
か
ら
荒
島
村
に
移
住

し
、
庄
屋
の
協
力
を
取
り
付
け
て
能
義
郡
目
白
池
で
卜
蔵
新
田
の

開
発
を
行
っ
た
。
沼
地
で
あ
っ
た
日
白
池
に
十
六
年
の
歳
月
を
か

け
て
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
に
造
成
、
か
ん
な
流
し
工
法
を
使
っ

た
土
砂
運
搬
方
法
を
用
い
て
、
優
れ
た
土
木
技
術
と
才
能
を
ふ

る
っ
て
新
田
開
発
を
行
い
生
涯
を
全
う
し
た
。

久
米
通
賢

一七
八
〇
年
～
一八
四
一年

東
か
が
わ
市

財
政
難
に
陥
っ
て
い
た
高
松
藩
の
第
九
代
藩
主
松
平
頼
恕
は
、
通

賢
の
才
能
を
見
込
み
財
政
再
建
築
を
頼
っ
た
。

通
賢
は
阿
野
郡
坂
出
の
浜
に
新
た
な
塩
田
開
発
を
進
言
。
高
松
藩

は
こ
の
案
を
採
用
し
通
賢
は
塩
田
開
発
の
陣
頭
指
揮
を
執
る
だ
け

で
な
く
、
自
ら
率
先
し
て
作
業
に
参
加
し
た
。
藩
の
財
政
難
に
よ

り
資
金
が
滞
っ
た
た
め
、
私
財
を
投
入
し
工
事
を
継
続
さ
せ
た
。

清
原
太
兵
衛

一七
一二
年
～
一七
八
八
年

松
江
市

度
重
な
る
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
松
江
城
下
と
宍
道
湖
周
辺
の

水
害
対
策
に
湖
水
を
日
本
海
に
流
し
被
害
を
緩
和
し
よ
う
と
考

え
、
佐
陀
川
を
開
削
。
天
明
五
年
か
ら
全
長
約
一
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
水
路
を
掘
り
す
す
め
た
結
果
、
宍
道
湖
の
水
位
は
一
メ
ー
ト

ル
下
が
り
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
新
田
を
開
発
。
川
沿
い
で
は

米
が
増
産
、
海
運
業
も
盛
ん
に
な
り
藩
の
財
政
事
情
は
好
転
し
た
。

広島県 和歌山県鳥取県山口県徳島県香川県

香川県愛媛県高知県 島根県

藤
川
三
渓

一八
一七
年
～
一八
八
九
年

高
松
市

讃
岐
の
国
山
田
郡
三
谷
村
（
高
松
市
三
谷
町
）
に
生
ま
れ
、
幕
末

か
ら
明
治
時
代
の
医
師
で
あ
り
、
水
産
開
発
者
と
し
て
功
績
を
残

し
た
。
維
新
後
は
捕
鯨
の
事
業
化
を
計
画
し
、
開
洋
社
を
設
立
。

奥
羽
征
討
軍
監
察
使
と
し
て
功
を
立
て
、
明
治
一
四
年
に
公
務
を

退
職
し
た
。
ま
た
東
京
に
大
日
本
水
産
学
校
、
大
阪
に
大
阪
水
産

学
校
を
創
立
す
る
な
ど
、
水
産
事
業
に
生
涯
を
捧
げ
た
。

津
田
永
忠

空
海

一六
四
〇
年
～
一七
〇
七
年

岡
山
市

七
七
四
年
～
八
三
五
年

善
通
寺
市

岡
山
の
城
下
を
流
れ
る
旭
川
は
川
が
浅
く
た
び
た
び
洪
水
の
被
害

が
発
生
し
た
。
ま
た
米
の
取
れ
る
量
も
現
在
に
比
べ
少
な
く
日
照

り
や
洪
水
に
よ
り
饉
も
た
び
た
び
起
こ
っ
て
い
た
。

旭
川
の
洪
水
を
防
ぐ
た
め
新
た
な
川
を
掘
る
こ
と
を
考
案
し

一
六
九
九
年
に
蕃
山
の
弟
子
の
津
田
永
忠
に
よ
り
川
の
掘
削
が
行

わ
れ
現
在
の
百
間
川
が
で
き
上
が
っ
た
。

僧
侶
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
建
築
や
治
水
な
ど
実
利
の
面
で
も
高

い
能
力
を
示
し
た
。
そ
の
中
で
最
も
大
き
な
功
績
が
讃
岐
の
国
に

あ
る
満
濃
池
。
こ
の
池
は
国
内
最
大
級
の
た
め
池
で
、
当
時
か
ら

こ
の
地
域
で
は
農
業
用
水
に
活
用
さ
れ
て
い
た
が
、
大
雨
な
ど
に

よ
り
度
々
決
壊
し
甚
大
な
被
害
を
出
し
て
い
た
。

空
海
は
こ
の
池
に
ア
ー
チ
状
の
堤
防
を
築
き
氾
濫
を
防
い
だ
。
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古
賀
百
工

一七
一八
年
～
一七
九
八
年

朝
倉
市

日
照
り
が
続
く
と
稲
も
立
ち
枯
れ
、
作
物
も
取
れ
ず
何
度
も
飢
饉

に
陥
る
地
域
を
救
う
た
め
筑
後
川
か
ら
の
豊
富
な
水
を
引
く
た
め

の
用
水
工
事
が
行
わ
れ
、
翌
年
に
は
水
田
を
潤
す
堀
川
用
水
が
完

成
し
た
。
そ
の
後
拡
張
を
藩
に
願
い
出
し
認
め
ら
れ
筑
後
川
本
流

山
田
堰
の
大
改
修
を
実
現
。
根
本
的
に
水
害
干
害
か
ら
住
民
を
守

り
農
民
に
大
き
な
恩
恵
を
与
え
た
。

櫻
井
又
吉

一七
五
八
年
～
一八
三
〇
年

玉
名
市

江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
治
水
家
。
熊
本
県
玉
名
郡
弥
富
村
に

生
ま
れ
た
桜
井
又
吉
は
、
若
く
し
て
役
人
の
道
に
進
み
、
永
徳
寺

村
の
庄
屋
な
ど
玉
名
郡
代
の
も
と
要
職
に
就
い
た
。

優
れ
た
土
木
技
術
を
も
と
に
村
々
の
た
め
に
働
き
、
自
費
で
堤
防

強
化
を
行
う
な
ど
し
て
村
人
の
生
活
を
守
っ
た
。

毎
年
九
月
に
又
吉
さ
ん
ま
つ
り
を
行
い
遺
徳
を
偲
ん
で
い
る
。

高
山
六
右
衛
門

生
年
不
詳
～
一七
三
四
年

久
留
米
市

大
干
ば
つ
に
よ
っ
て
た
び
た
び
農
作
物
が
全
滅
し
て
い
た
久
留
米

の
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
筑
後
川
北
岸
の
床
島
に
堰
を
築
く

こ
と
を
久
留
米
藩
に
請
願
す
る
と
と
も
に
郡
内
の
庄
屋
か
ら
の
協

力
も
得
、
久
留
米
藩
士
草
野
又
六
の
指
揮
の
も
と
で
工
事
に
着
工

し
、
正
徳
四
年
に
床
島
堰
を
完
成
さ
せ
た
。

床
島
堰
に
よ
っ
て
田
畑
約
二
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
潤
し
た
。

広
瀬
久
兵
衛

一七
九
〇
年
～
一八
七
一年

日
田
市

一
八
一
六
年
頃
、
豊
後
日
田
地
方
に
天
災
・
地
変
が
つ
づ
き
、
大

飢
饉
が
襲
っ
た
。
収
穫
不
良
を
な
ん
と
か
し
よ
う
と
村
人
の
協
力

を
得
て
小
ヶ
瀬
井
路
を
完
成
し
た
。
日
田
の
土
木
工
事
の
後
、

県
北
地
域
の
干
拓
事
業
を
開
始
、
周
防
灘
沿
岸
の
新
田
と
宇
佐
の

広
瀬
井
堰
の
工
事
に
も
関
係
し
た
久
兵
衛
は
、
毎
日
雨
の
日
も
風

の
日
も
土
工
と
一
緒
に
働
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

田
中
吉
政

一五
四
八
年
～
一六
〇
九
年

柳
川
市

江
戸
時
代
の
筑
後
国
主
。
筑
後
川
沿
岸
住
民
は
洪
水
に
よ
り
荒
野

に
な
っ
て
し
ま
う
の
が
悩
み
だ
っ
た
。
筑
後
川
河
畔
に
あ
る
葦
野

を
開
拓
し
て
耕
地
の
拡
張
を
命
じ
、
自
ら
も
海
岸
埋
立
を
企
画
し
、

汐
土
居
の
築
堤
に
着
手
し
た
。
ま
た
、
筑
後
川
の
流
れ
を
深
く
し

て
舟
運
の
便
を
は
か
っ
た
。
さ
ら
に
国
内
各
所
の
城
壁
を
撤
去
し

田
畑
に
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

内
海
作
兵
衛

一六
二
四
年
～
一七
〇
六
年

宇
佐
市

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
大
分
県
の
広
瀬
井
手
、
高
森
水
路
を
開

発
。
そ
の
後
明
治
政
府
の
水
利
開
墾
事
業
に
従
事
し
全
国
の
水
利

土
木
工
事
に
あ
た
っ
た
。
特
に
日
本
三
大
疏
水
と
さ
れ
る
安
積
疏

水
、
琵
琶
湖
疏
水
、
那
須
疏
水
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

疏
水
工
事
の
な
か
で
特
に
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
経
験
を
積
み
こ
の
経

験
を
生
か
し
て
後
に
ト
ン
ネ
ル
工
事
専
門
会
社
を
創
設
し
た
。

倉
田
次
郎
右
衛
門

児
玉
久
右
衛
門

生
年
不
詳
～
一七
〇
三
年

長
崎
市

一六
八
八
年
～
一七
六
一年

西
都
市

生
活
用
水
や
非
常
時
の
消
火
用
水
の
不
足
に
倉
田
次
郎
右
衛
門
が

私
財
を
投
じ
て
水
道
の
敷
設
工
事
を
行
っ
た
。
寛
文
三
年
工
事
を

決
意
し
、
寛
文
七
年
銭
屋
川
を
水
源
と
す
る
水
道
の
敷
設
工
事
に

着
手
、
延
宝
元
年
水
道
工
事
完
成
。

二
〇
〇
年
余
り
に
わ
た
っ
て
長
崎
の
住
民
に
水
を
供
給
し
続
け
長

崎
の
生
活
を
支
え
た
。

穂
北
郷
は
水
が
乏
し
い
地
域
で
、
収
穫
で
き
る
米
は
年
貢
の
一
割
程

度
だ
っ
た
。
児
玉
久
右
衛
門
は
藩
か
ら
許
可
を
得
て
、
一
七
二
〇
年

に
水
路
と
井
堰
造
り
に
着
手
。
工
事
へ
の
妨
害
、
洪
水
に
よ
る
堰
の

流
失
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
が
、
一
七
二
二
年
に
第
一
期
工
事
が

完
成
、
一
七
五
〇
年
に
第
二
期
工
事
が
完
成
し
、
水
田
約
八
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
灌
漑
。
後
に
水
田
は
約
六
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
し
た
。

長
卯
平

坂
元
源
兵
衛

一七
五
九
年
～
一八
三
七
年

筑
前
町

一八
四
〇
年
～
一九
一八
年

都
城
市

江
戸
時
代
に
戸
原
村
の
大
庄
屋
を
務
め
、
水
利
に
恵
ま
れ
な
い
郡

の
中
央
部
に
山
を
掘
り
抜
き
く
灌
漑
水
路
、
新
大
間
池
仕
掛
水
路

を
作
る
こ
と
を
計
画
し
、
同
地
出
身
の
博
多
の
豪
商
か
ら
の
援
助

を
う
け
る
だ
け
で
な
く
、
私
財
も
投
じ
て
七
年
で
完
成
さ
せ
た
。

地
域
に
大
き
く
貢
献
し
た
長
卯
平
の
偉
業
は
今
も
生
活
に
恩
恵
を

与
え
続
け
て
い
る
。

農
業
用
水
が
無
く
水
田
が
な
い
関
之
尾
の
人
々
か
ら
懇
願
さ
れ
、

庄
内
川
の
関
之
尾
滝
上
流
か
ら
水
を
引
く
た
め
、
ノ
ミ
と
槌
だ
け

で
岩
を
掘
り
抜
き
約
一
〇
年
の
苦
難
の
末
、
一
八
九
六
年
に
北
前

用
水
路
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
用
水
路
は
、
自
然
の
落
差
を
利
用

し
た
取
水
口
や
落
差
工
（
女
滝
）、
余
水
吐
（
男
滝
）
な
ど
坂
本
の

高
い
技
術
力
に
よ
り
完
成
し
た
。

布
田
惟
暉

馬
場
藤
吉

一八
一〇
年
～
一八
七
三
年

山
都
町

一八
七
五
年
～
一九
二
二
年

志
布
志
市

肥
後
国
矢
部
に
誕
生
し
、
養
父
布
田
太
郎
右
衛
門
の
土
木
治
水
事

業
の
影
響
を
う
け
、
嘉
永
七
年
、
阿
蘇
の
外
輪
山
南
側
の
五
老
ヶ

滝
川
の
谷
に
通
潤
橋
（
石
造
ア
ー
チ
型
の
通
水
橋
で
国
の
重
要
文

化
財
）
を
完
成
さ
せ
る
な
ど
、
橋
・
道
路
を
建
設
し
矢
部
の
開
発

に
努
め
た
。
そ
れ
に
よ
り
天
保
の
大
飢
餓
か
ら
農
民
を
救
っ
た
。

一
九
五
二
年
に
は
、
熊
本
県
近
代
功
労
者
と
な
っ
た
。

蓬
原
開
田
に
命
を
か
け
て
働
か
れ
た
馬
場
藤
吉
は
二
八
歳
の
時
、

蓬
原
に
帰
っ
て
馬
場
病
院
を
開
く
。
荒
れ
た
大
地
に
水
を
引
き
生

活
に
苦
し
む
村
民
を
助
け
た
い
と
明
治
四
五
年
に
西
志
布
志
・

大
崎
連
合
耕
地
整
理
組
合
を
作
り
組
合
長
に
な
っ
た
。

そ
し
て
自
分
の
財
産
を
全
て
売
っ
て
水
を
引
く
権
利
を
譲
り
受

け
、
四
四
歳
の
時
、
四
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
開
田
に
成
功
し
た
。

草
野
又
六

宮
田
盛
儀

一六
七
八
年
～
一七
三一年

大
刀
洗
町

一八
七
六
年
～
一九
六
三
年

三
股
町

土
木
工
事
の
技
術
に
す
ぐ
れ
、
久
留
米
藩
士
に
と
り
た
て
ら
れ
る
。

筑
後
川
北
岸
地
区
の
三
井
郡
一
帯
の
土
地
は
川
面
よ
り
高
く
水
田

と
し
て
利
用
さ
れ
ず
、
わ
ず
か
な
田
畑
も
た
び
た
び
干
害
に
襲
わ

れ
、
農
民
は
飢
餓
に
迫
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
た
。

床
島
堰
と
恵
利
堰
の
建
設
工
事
を
指
揮
し
て
正
徳
四
年
完
成
さ
せ

新
田
約
四
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
ひ
ら
い
た
。

用
水
路
開
発
に
よ
る
村
勢
の
振
興
に
意
を
注
ぎ
一
九
〇
五
年
沖
水

川
か
ら
水
路
を
引
き
長
田
地
区
に
七
町
歩
の
水
田
を
開
い
た
。

当
時
の
農
村
で
は
水
田
を
増
や
す
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
っ
た
。

次
い
で
天
木
野
地
区
に
用
水
路
を
開
発
し
二
〇
町
歩
の
水
田
を
さ

ら
に
轟
木
地
区
に
六
町
歩
の
水
田
を
開
き
、
水
田
稲
作
が
可
能
と

な
り
耕
地
の
生
産
力
が
高
ま
り
村
の
生
活
も
豊
か
に
な
っ
た
。

田
代
弥
三
左
衛
門

田
丸
貞
重

一六
一六
年
～
一六
八
七
年

う
き
は
市

一八
七
五
年
～
一九
三
二
年

小
林
市

筑
後
生
葉
郡
吉
井
村
の
大
庄
屋
。
郡
東
部
の
荒
れ
地
に
筑
後
川
の

水
を
ひ
く
用
水
路
の
開
削
を
計
画
し
、
寛
文
一
二
年
久
留
米
藩
の

援
助
を
え
て
工
事
を
開
始
。
久
留
米
藩
よ
り
借
り
た
三
三
貫
目
を

使
い
果
た
し
九
貫
目
ほ
ど
に
手
を
出
し
、
思
う
ほ
ど
水
量
が
無

か
っ
た
為
更
に
数
十
貫
目
の
私
財
を
投
げ
う
つ
な
ど
し
て
延
宝
四

年
袋
野
堰
の
通
水
に
成
功
し
た
。

昭
和
初
期
に
野
尻
町
で
行
わ
れ
た
開
田
事
業
が
あ
り
ま
す
。

須
木
か
ら
水
を
引
い
た
漆
野
原
開
田
事
業
と
小
林
か
ら
水
を
引
い

た
野
尻
原
開
田
事
業
。
こ
れ
ら
の
工
事
は
水
不
足
に
苦
し
ん
で
い

た
野
尻
の
農
業
に
変
革
を
も
た
ら
し
た
。

田
丸
貞
重
は
三
ケ
野
山
か
ら
東
麓
に
か
か
る
野
尻
原
開
田
事
業

に
、
私
財
を
投
げ
打
っ
て
生
涯
を
捧
げ
ま
し
た
。

富
田
茂
七

千
々
波
敬
右
衛
門

蔡
温

一七
六
〇
年
～
一八
三
七
年

上
益
城
町

不
詳

熊
本
市

一六
八
二
年
～
一七
六
一年

那
覇
市

か
つ
て
砥
川
村
は
、
田
地
に
使
用
す
る
水
の
確
保
が
困
難
な
立
地

条
件
で
当
時
の
庄
屋
で
あ
っ
た
富
田
茂
七
は
享
和
元
年
赤
井
の
素

麺
滝
か
ら
砥
川
へ
水
を
引
く
た
め
船
野
山
の
山
麓
を
め
ぐ
る
約

三
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
水
道
を
開
削
し
荒
田
を
良
田
へ
と
変
え
た
。

こ
の
功
績
を
称
え
大
正
一
四
年
に
富
田
茂
七
彰
徳
碑
が
建
立
さ
れ
、

疎
水
式
を
行
っ
た
三
月
一
九
日
に
は
水
神
祭
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
後
期
の
治
水
家
。
熊
本
県
飽
田
郡
に
生
ま
れ
た
。

水
の
確
保
が
十
分
に
行
え
ず
、
た
び
た
び
水
不
足
で
村
人
が
困
っ

て
い
る
の
を
見
て
、
私
財
を
投
じ
て
白
川
下
流
に
大
石
堰
を
つ
く

り
、
掘
割
を
も
う
け
て
用
水
路
を
築
く
工
事
に
着
手
し
た
。

水
路
が
完
成
す
る
前
に
工
事
途
中
で
病
死
し
た
が
、
明
治
四
年
に

用
水
路
は
完
成
し
村
人
に
恵
み
を
与
え
た
。

田
と
畑
の
転
換
を
禁
じ
、
ま
た
傾
斜
地
の
開
墾
を
制
限
す
る
一
方

で
、
農
民
に
耕
地
の
永
久
耕
作
権
を
与
え
て
農
地
の
地
力
保
護
を

は
か
り
、
農
業
用
水
路
の
整
備
を
進
め
た
。

ま
た
、
農
民
を
組
合
に
所
属
さ
せ
、
納
税
の
連
帯
責
任
を
負
わ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
農
民
同
士
の
協
力
を
促
す
と
と
も
に
相
互
監
視

に
よ
る
税
収
の
安
定
化
を
は
か
っ
た
。

熊本県

高
橋
庄
蔵

一八
三
六
年
～
一八
九
一年

豊
前
市

天
保
七
年
上
尾
郡
路
土
村
（
現
在
の
豊
前
市
黒
土
）
で
代
々
庄
屋

を
務
め
る
家
系
に
生
ま
れ
た
。
明
治
六
年
か
ら
は
上
毛
・
下
毛
ニ

郡
の
大
区
長
を
つ
と
め
た
。
明
治
一
一
年
に
灌
漑
用
の
矢
方
池
の

築
造
を
計
画
し
た
庄
蔵
は
、
一
〇
年
の
歳
月
を
か
け
て
水
利
土
工

会
を
創
立
。
私
財
を
投
じ
明
治
二
一
年
に
着
工
し
た
が
三
年
後
に

五
六
歳
で
急
死
、
池
は
そ
の
一
〇
年
後
に
完
成
し
た
。

藤
江
監
物

一六
八
七
～
一七
三一年

延
岡
市

江
戸
時
代
の
中
頃
、
農
民
た
ち
は
水
が
少
な
く
貧
し
い
暮
ら
し
を

し
て
い
た
。
延
岡
藩
家
老
藤
江
監
物
は
、
一
七
二
四
年
、
水
田
へ

水
を
引
く
た
め
に
五
ヶ
瀬
川
に
井
堰
を
造
る
よ
う
命
じ
た
。

一
七
三
一
年
に
、
家
臣
の
策
略
に
よ
り
親
子
四
人
が
投
獄
さ
れ
、

そ
の
四
ヶ
月
後
に
亡
く
な
っ
た
が
、
亡
く
な
っ
て
か
ら
三
年
後
に

岩
熊
井
堰
が
完
成
。
農
民
た
ち
は
水
不
足
か
ら
救
わ
れ
た
。

成
富
茂
安

一五
六
〇
年
～
一六
三
四
年

佐
賀
市

現
在
の
佐
賀
市
鍋
島
町
に
生
ま
れ
、
堤
防
、
井
樋
、
用
水
路
、

た
め
池
な
ど
一
〇
〇
数
カ
所
の
事
業
に
携
わ
り
、
利
水
開
発
や

洪
水
防
止
事
業
を
進
め
、
治
水
の
神
様
と
呼
ば
れ
た
。

佐
賀
平
野
の
嘉
瀬
川
は
、
洪
水
や
水
不
足
に
苦
し
ん
で
い
た
。

そ
こ
で
石
井
堰
と
い
う
施
設
を
つ
く
り
洪
水
を
防
ぎ
、
田
畑
に

必
要
な
水
量
を
確
保
し
て
農
作
物
の
収
穫
を
安
定
さ
せ
た
。

黒
木
七
左
衛
門

一七
九
六
年
～
一八
七
三
年

宮
崎
市

寛
政
八
年
、日
向(
ひ
ゅ
う
が)

船
引
村
（
現
在
の
宮
城
県
清
武
町
）

の
庄
屋
に
生
ま
れ
た
。
清
武
川
支
流
の
水
路
改
修
に
つ
と
め,

新

田
を
開
発
し
た
江
戸
時
代
後
期
の
治
水
家
で
、
正
手(

し
ょ
う
で)

の
水
路
を
整
備
し
て
洪
水
を
防
い
だ
。

清
武
川
の
清
流
を
引
い
て
つ
く
ら
れ
た
せ
せ
ら
ぎ
は
ホ
タ
ル
の
名

所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

深
澤
儀
太
夫

一五
八
四
年
～
一六
六
三
年

波
佐
見
町

当
時
、
九
州
の
ま
わ
り
の
海
で
は
鯨
が
沢
山
捕
れ
、
儀
太
夫
は
捕

鯨
で
大
金
持
ち
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
捕
鯨
を
し
て
儲
け
た
金
で

新
田
や
溜
池
を
造
っ
て
寄
付
し
て
い
た
。
中
で
も
野
岳
村
は
雨
が

降
る
と
川
が
溢
れ
、
日
照
り
に
が
続
く
と
水
が
無
く
な
り
作
物
の

被
害
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
防
た
め
大
き
な
堤
を
作

ろ
う
と
考
え
野
岳
湖
を
つ
く
り
多
く
の
村
人
を
救
っ
た
。

福岡県大分県 熊本県宮崎県

宮崎県鹿児島県沖縄県 佐賀県長崎県

松
井
儀
長

一五
七
〇
年
～
一六
五
七
年

宮
崎
市

満
潮
時
に
大
淀
川
が
逆
流
す
る
の
を
見
て
清
武
川
の
方
が
水
位
が

高
い
こ
と
に
気
付
き
清
武
川
か
ら
水
を
引
く
こ
と
を
考
え
た
。

当
時
と
し
て
は
大
事
業
で
あ
っ
た
こ
の
事
業
は
寛
永
一
六
年
一
二

月
に
普
請
に
と
り
か
か
り
一
九
年
間
の
工
事
で
全
長
は
一
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
も
及
ん
だ
。
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
農
民
た
ち
は
干
ば

つ
か
ら
救
わ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
新
開
田
を
促
す
も
の
と
な
っ
た
。

加
藤
清
正

野
井
倉
甚
兵
衛

一五
六
二
年
～
一六
一一年

熊
本
市

一八
七
四
年
～
一九
六
〇
年

有
明
町

秀
吉
に
と
り
た
て
ら
れ
二
六
歳
の
若
さ
で
肥
後
北
半
国
の
領
主
と

し
な
っ
た
清
正
は
、
当
時
暴
れ
川
と
呼
ば
れ
た
白
川
は
、
何
度
も

熊
本
城
下
を
襲
っ
て
い
た
。
清
正
は
川
の
上
流
か
ら
河
口
ま
で

見
回
り
白
川
の
洪
水
に
よ
り
田
畑
が
大
き
な
被
害
を
受
け
な
い
よ

う
、
堀
替
え
や
堰
・
井
出
や
石
刎
を
作
る
な
ど
様
々
な
工
夫
を
し

て
田
畑
を
豊
か
に
し
、
今
の
熊
本
の
礎
を
築
い
た
。

二
十
歳
頃
、
干
ば
つ
で
作
物
が
枯
れ
、
台
風
で
深
刻
な
被
害
を
受
け

た
こ
と
か
ら
、
シ
ラ
ス
台
地
に
水
を
引
く
事
を
決
意
。
以
来
、
農
林

省
へ
の
陳
情
や
耕
地
整
理
組
合
の
設
立
を
行
い
、
戦
時
体
制
下
で
も

水
路
開
削
や
開
田
工
事
を
続
け
た
。
敗
戦
後
、
莫
大
な
事
業
費
用
に

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
難
色
を
示
し
た
が
、
陳
情
を
続
け
事
業
を
続
行
、
六
二
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
シ
ラ
ス
台
地
を
潤
す
工
事
を
完
成
さ
せ
た
。
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八
田
與
一

一八
八
六
年
～
一九
四
二
年

台
南
市

台
湾
の
嘉
南
平
野
は
灌
漑
設
備
が
不
十
分
だ
っ
た
た
め
、
十
五
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
程
の
田
畑
は
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で

與
一
は
官
田
渓
の
水
を
堰
き
止
め
、
さ
ら
に
隧
道
を
建
設
し
曽
文

渓
か
ら
水
を
引
き
込
む
ダ
ム
建
設
を
計
画
し
認
め
ら
れ
た
。

事
業
は
受
益
者
が
官
田
渓
埤
圳
組
合
を
結
成
し
施
行
し
こ
の
組
合

付
き
技
師
と
な
り
完
成
に
至
る
ま
で
工
事
を
指
揮
し
た
。

西
郷
菊
次
郎

一八
六
一年
～
一九
二
八
年

宜
蘭
市

広
井
勇
博
士
は
防
波
堤
に
当
た
る
波
の
強
さ
を
測
定
し
、
防
波
堤

に
使
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
性
能
を
試
験
し
、
日
本
初
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
外
洋
防
波
堤
を
建
設
し
ま
し
た
。
小
樽
港
の
成
功
に

よ
っ
て
日
本
の
近
代
港
湾
の
整
備
が
進
み
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
小
樽
港
の
防
波
堤
，
特
に
北
防
波
堤
は
重
要
文

化
財
と
同
じ
く
ら
い
の
価
値
を
持
つ
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
村
哲

一九
四
六
年
～
二
〇
一九
年

ガ
ン
ベ
リ
ー
砂
漠

福
岡
県
福
岡
市
出
身
の
脳
神
経
内
科
を
専
門
と
す
る
医
師
で
、

パ
キ
ス
タ
ン
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
医
療
活
動
に
従
事
。

二
〇
一
〇
年
、
水
が
あ
れ
ば
多
く
の
病
気
と
帰
還
難
民
問
題
を
解

決
で
き
る
と
し
て
、
ク
ナ
ー
ル
川
か
ら
ガ
ン
ベ
リ
ー
砂
漠
ま
で
総

延
長
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
用
水
路
が
完
成
し
、

約
一
〇
万
人
の
農
民
が
暮
ら
し
て
い
け
る
基
盤
を
作
る
。

アフガニスタン 台湾この度の夕日スポットとるぱ地下道に全国世界の水の偉人 172 名の功績を記した幅 18m のパネルは好評につ

き国際地方都市として松江市内の地下道へ健康環境平和はひとつのモデルとなる

様々な偉人の功績を記したパネル展示の提案をいただきました。

2020 年 12 月 6 日
中村哲さんのアフガニスタンでの功績
全国世界の水の偉人に 172 人目に登録
治水の偉人周藤彌兵衛翁の紹介

2021 年 4 月 4 日
バルトン胸像建立リモート除幕式の様子
中村哲さんの功績
バルトン先生の功績

2022 年 9 月 18 日
水の偉人、周藤彌兵衛翁、バルトン先生について
9 月 23 日（祝）乃木小学校 水の偉人書籍贈呈式・嫁が島
万灯会 水の偉人顕彰祭
100 の診療所より、1 本の用水路 中村哲先生が手本とし
た、福岡県朝倉市山田堰を改築した庄屋・古賀百工翁

2021 年 7 月 11 日
7 月 7 日の島根豪雨災害の様子
全国世界の水の偉人 172 人顕彰碑建立プロジェクト

2020 年 11 月 29 日
嫁ヶ島万灯会、全国世界水の偉人の紹介
継体天皇と九頭竜川事業
中国経済産業局長賞受賞について

2022 年 9 月 25 日
9 月 23 日嫁が島万燈会で
7 色に輝く LED を使用した燈篭で顕彰
太陽ホールで松江市立乃木小学校

「水の偉人」書籍 贈呈式を開催

北は稚内・網走、南は石垣島まで、全国のコミュティ
FM120 局以上を結んで、毎週日曜日の朝 7 時から 2 時間
生放送するおはようサンデーダイジェストをご覧いただ
けます。

おはようサンデーラジオアーカイブ

https://youtu.be/2NrwPD8erY4
https://youtu.be/FRn2Z0unK_Q
https://youtu.be/kbux8VIqRQw
https://youtu.be/BXAQmcJjH6w
https://youtu.be/TV5jroM5NeA
https://youtu.be/PeoVml-gdt0
https://www.komatsuelec.co.jp/arc/arc-radio.html
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